
南陽市遺跡分布調査報告書（8）

南陽市教育委員会

南陽市埋蔵文化財調査報告書第 20 集南
陽
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
十
集

南
陽
市
教
育
委
員
会

2020 年 3 月

市内遺跡分布調査
第二次長岡南森遺跡確認調査（概報）南

陽
市
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書                      

第
二
次
長
岡
南
森
遺
跡
確
認
調
査
（
概
報)

(8)







南陽市教育委員会



南陽市遺跡分布調査報告書（8）

南陽市教育委員会

令和２年３月

南陽市埋蔵文化財調査報告書第 20 集
市内遺跡分布調査

第二次長岡南森遺跡確認調査 ( 概報）





巻頭写真１

岩部山館跡赤色立体図



長岡南森遺跡出土土器
巻頭写真２

147 図 17

146 図 9



序
　この度、「南陽市遺跡分布調査報告書（８）」を発行する運びとなりました。本書は、南陽市

教育委員会が、平成 31（令和元）年度に国庫補助事業（市内遺跡発掘調査等事業）として各

種の開発事業と埋蔵文化財保護との調整を図るために実施した踏査、試掘調査、立会調査等の

分布調査の成果及び第２次長岡南森遺跡確認調査の成果概要をまとめたものです。

本市は、肥沃な農地が多く葡萄やさくらんぼなどの果樹栽培や稲作が盛んであり、また市内赤

湯地区を中心に豊富な温泉が湧き、米沢藩（上杉家）との関わりも深い土地であります。市内

全域には、旧石器時代から中世に至るまで数多くの遺跡がございます。

　遺跡は、その土地や地域の歴史を明らかにする貴重な宝です。この宝は、世代を越えて歴史

と文化を伝え、故郷を愛する心やそこに生きる人々の誇りを育む心の糧となるものであり、大

切に守っていかなければなりません。

　近年の開発事業の傾向としては、大規模開発は減少しているものの、集合住宅や市街地での

個人住宅建設、宅地分譲地の造成等、市民に身近なところでの開発は継続しております。「埋

蔵文化財」の保護と各種開発との調整は日常的な業務となり、その積み重ねが地域の歴史の解

明へとつながっていきます。

　冒頭にも申し上げましたとおり、本書におきましては各種開発事業に伴う分布調査の成果の

他、昨年度から調査を開始しました長岡南森遺跡の第２次確認調査の成果概要を掲載しており

ます。大型古墳の可能性も含めて本市古墳時代の様相を知る上で非常に重要な調査となり、次

年度も調査を継続する予定でございます。引き続き市民の皆様の御理解と御協力、ならびに関

係各位の御指導をお願いいたします。

　結びになりますが、本報告書作成にあたり、各種調査に御指導と御協力いただいた関係各位

に厚く御礼申し上げます。

令和２年３月

南陽市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　長濱　洋美
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市内遺跡分布調査





　本報告は、文化庁の補助を受けて平成 31（令和元）年度に南陽市教育委員会が実施した開

発事業との調整、遺跡台帳（遺跡地図）  整備に関する市内遺跡分布査報告である。

　調査は、南陽市教育委員会が実施した。
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Ⅰ　調査の概要

　近年は、住宅地造成と集合住宅建設が増加傾向にあり、各種開発との調整を図り遺跡の保
護を図るための試掘調査及び立会調査を実施した。
　本市では令和元年度現在で 307 ケ所の遺跡を把握している。遺跡台帳の整備も順調に進
んでおり、分布調査の成果が上がってきているが、未調査地域はまだ残されている。特に市
域の７割を占める山間地は殆ど手つかずで、古くからの住宅地も未調査地域が多い。また、
周知の遺跡でも情報が少ない遺跡が存在するため、それらも含めて遺跡台帳整備のための調
査を継続している。
　周知の遺跡でも、古墳である可能性が生じた長岡南森遺跡や貴重な縄文草創期の低湿地遺
跡であることが判明した北町遺跡など、その再評価が進んだ。保存目的や学術目的による調
査も開始され、長岡南森遺跡確認調査は今年度が 2年目となる。
　平成 31年４月から令和元年 12月までの開発行為に伴う遺跡所在の有無に関する照会は
計 74件であった。踏査は 12件、試掘調査は 22件、工事立会は 18件である。試掘調査は、
埋蔵文化財包蔵地及びその隣接地・分布調査未実施地において実施に努めた。工事立会は、
工期に余裕がない場合や工事面積が狭い場合、埋蔵文化財を破壊する恐れが少ないと判断さ
れた場合及び分布調査未実施地において実施した。

（１）踏査及び分布調査　　
　踏査は、開発事業計画地の範囲内及びその周辺の踏査を行い遺跡の範囲と開発予定区域の
平面的な関係を確認する調査である。分布調査は、主に遺跡台帳整備のための踏査である。
いずれも事前・事後に周知の資料により、地形状況や従来の報告等の内容を確認している。
GPS 付のカメラやスマートフォンを活用し、簡易な位置情報を記録しながら踏査した。遺跡
台帳の整備を図るため重要遺跡の測量調査を行った。

（２）試掘調査
　試掘調査は、埋蔵文化財の有無を確認するための部分的な発掘調査である。本市では遺構
や遺物の平面的な分布範囲や遺構確認面までの深さ等を把握し、遺跡内容の把握を行う確認
調査の側面も有する。開発予定地内にグリッドを設定のうえ試掘溝あるいは試掘坑を配し、
表土を人力や重機で除去後、堆積土を人力で除去し、遺構の有無を確認した。

（３）立会調査
　立会調査は、基本的に開発事業による遺跡への影響が軽微な場合に、工事施工に立ち会っ
て実施し、遺構や遺物が発見された場合には記録保存を行う調査である。工事の進捗にあわ
せ、土工事を行う際に立ち会いを行い、遺構・遺物の確認及び土層の確認を行った。掘削深
度は工事の掘底面である。遺跡未確認地の場合もできるだけ工事立ち会いを行い遺跡の把握
に努めた。

（４）確認調査
　埋蔵文化財包蔵地の範囲・性格内容等の概要を把握する部分的な発掘調査である。古墳時
代の重要遺跡である長岡南森遺跡について実施した。

１　調査の目的と概要

２　調査方法

Ⅰ　調査の概要
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表１　平成 31（令和元）年度埋蔵文化財分布・試掘・立会調査実施一覧（地区別）

地区 事業区分 現場調査期間 遺跡名等 場所 区分 試掘結果等
赤湯 民間開発 平成 31年 4月 4日 未確認 上野字山居沢山 立会 なし
赤湯 分布調査 平成 31年 4月 15～ 17日 松沢古墳群 松沢字赤石山 測量 実測図補足
赤湯 古墳確認調査 令和元年 5月 7日～ 7月 長岡南森遺跡 長岡字南森 本調査
赤湯 民間開発 令和元年 5月 16日 未確認 三間通字壇之越 立会 なし
赤湯 民間開発 令和元年 6月 12日 二色根館跡 二色根字南京観音堂 試掘 なし
赤湯 民間開発 令和元年 7月 4日 未確認 二色根字山崎 試掘 なし
赤湯 下水道整備 令和元年 7月 24日 長岡山東遺跡 長岡字西田中 立会 なし
赤湯 分布調査 令和元年 8月 7日 北町遺跡 赤湯字新田前 試掘 縄文草創期の層
赤湯 下水道整備 令和元年 8月 30日 内城館跡 爼柳字内城 立会 なし
赤湯 民間開発 令和元年 9月 2日 未確認 赤湯字湯尻二 立会 なし
赤湯 民間開発 令和元年 9月 4日 未確認 爼柳字東畑二 立会 なし
赤湯 市道道整備 令和元年 9月 5日 二色根館跡 二色根字根小屋（市道） 立会 なし
赤湯 下水道整備 令和元年 9月 5日 中ノ目下遺跡 爼柳字中丸、中ノ目字下 立会 なし
赤湯 分布調査 令和元年 9月 13日 未確認 ( 椚塚御番所跡） 椚塚字中谷地、塚田三 踏査 なし
赤湯 民間開発 令和元年 9月 19日 長岡山東遺跡 長岡字西田中 試掘 須恵器片、土師器片
赤湯 民間開発 令和元年 10月 3日 未確認 爼柳字東畑 試掘 なし
赤湯 分布調査 令和元年 10月 9日 二色根館跡 二色根字館ノ山、字秋葉山 踏査 なし
赤湯 民間開発 令和元年 10月 16日 月ノ木遺跡 赤湯字中堀南 踏査 石器片
赤湯 民間開発 令和元年 10月 23日 ,24 日 二色根館跡 二色根字的場 試掘 なし
赤湯 民間開発 令和元年 10月 24日 二色根館跡 二色根字大日浦 試掘 なし
赤湯 民間開発 令和元年 11月 5日 長岡山遺跡 長岡字西田中 試掘 土器片
赤湯 下水道整備 令和元年 11月 5日～ 12日 未確認 赤湯字川尻 立会 なし
赤湯 公共施設整備 令和元年 11月 14日 未確認 三間通字一丁場 試掘 なし
赤湯 下水道整備 令和元年 12月 2日 未確認 三間通字稲荷 立会 なし
赤湯 分布調査 令和元年 12月 3日 二色根館跡 二色根字館ノ山他 踏査 なし
赤湯 公共施設整備 令和元年 12月 5日 未確認 大橋字地蔵浦東 立会 なし
漆山 民間開発 平成 31年 4月 8日 未確認 池黒字弁天 踏査 なし
沖郷 民間開発 平成 31年 2月 13日 沢田遺跡 島貫字六角 立会 なし
沖郷 民間開発 平成 31年 3月 26日 沢田遺跡 若狭郷屋字駅西 試掘 なし
沖郷 民間開発 平成 31年 4月 3日 未確認 島貫字上西原 試掘 土師器片
沖郷 民間開発 平成 31年 4月 3日 未確認 萩生田字宮之内 立会 なし
沖郷 民間開発 平成 31年 4月 8日 未確認 郡山字前田 踏査 なし
沖郷 分布調査 平成 31年 4月 10日 野添館跡 中ノ目字野添 踏査 なし
沖郷 民間開発 平成 31年 4月 16日 植木場一遺跡 露橋字六兵エ裏他 試掘 なし
沖郷 民間開発 平成 31年 4月 22日 中落合館跡（中落合遺跡）中落合字宅地 試掘 近世建物跡、近世陶器
沖郷 民間開発 平成 31年 4月 23日 未確認 高梨字西屋敷 試掘 なし
沖郷 民間開発 平成 31年 4月 23日 未確認 萩生田字八景 試掘 なし
沖郷 民間開発 令和元年 5月 14日 矢ノ目館跡 郡山字砂原 試掘 須恵器片
沖郷 民間開発 令和元年 8月 2日～ 10月 10日 萩生田遺跡 萩生田字白山 立会 溝跡、土師器、須恵器
沖郷 公共施設整備 令和元年 10月 16日 未確認 郡山字荒田 試掘 なし
沖郷 民間開発 令和元年 11月 18日 沢田遺跡 島貫字六角 試掘 土師器
沖郷 市道整備 令和元年 12月 2日 未確認 中ノ目字北ノ前田 立会 なし
中川 民間開発 平成 31年 4月 8日 未確認 小岩沢字萱ケ作 試掘 なし
中川 民間開発 平成 31年 4月 8日 未確認 新田字銀山 試掘 なし
中川 分布調査 令和元年 12月 19日 虚空蔵山館 川樋字上七曲字所沢 踏査 なし
宮内 民間開発 平成 31年 2月 22日 馬場遺跡 宮内字馬場一 試掘 なし
宮内 民間開発 平成 31年 3月 8日 未確認 宮内字黒木一 立会 なし
宮内 民間開発 平成 31年 3月 25日 斉藤館跡 宮内字富貴田一 試掘 なし
宮内 民間開発 平成 31年 4月 22日 未確認 宮内字穴田 立会 なし
宮内 民間開発 令和元年 6月 13日 大清水遺跡 宮内字大清水 試掘 なし
宮内 民間開発 令和元年 6月 18日 久保遺跡隣地 宮内字清水二 試掘 なし
宮内 民間開発 令和元年 7月 18日 未確認 宮内字町尻一 立会 なし
宮内 民間開発 令和元年 8月 29日 観音堂遺跡 宮内字関口 試掘 土師器片
宮内 市道整備 令和元年 9月 5日 未確認 宮内字阿弥陀堂 立会 なし
宮内 分布調査 令和元年 12月 3日 宮沢城跡 宮内字疱瘡神堂他 踏査 なし
梨郷 分布調査 平成 31年 4月 10日 ヌゲッポ遺跡 竹原字白山 踏査 石器、縄文土器
梨郷 分布調査 平成 31年 4月 16日 竜樹山古墳群 梨郷字竜樹山他 踏査 なし
梨郷 市道整備 令和元年 9月 5日 未確認 砂塚字西寺田 立会 なし
梨郷 分布調査 令和元年 9月 13日 未確認（御米蔵跡） 梨郷字小山、酒町一 踏査 なし

Ⅰ　調査の概要
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分布調査報告書
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Ⅱ　踏査

１　郡山字前田

（１）調 査 日　平成 31 年４月８日

（２）調査場所　南陽市郡山字前田

（３）調査目的　間々ノ上遺跡の隣地での宅地造成計画があるため踏査を行った。

（４）調査方法及び内容

　写真撮影を行いながら踏査する。

（５）結　　果　

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。遺跡範囲については修正を要しない。

　

遺跡全景（北西より）

遺跡全景（南東より）
遺跡全景 ( 南東より )

早稲田遺跡

矢ノ目館

間々ノ上遺跡

百刈田遺跡

西原東遺跡
沢口遺跡

郡山中堀遺跡

前畑遺跡沢田遺跡

東六角遺跡

長岡山遺跡

長岡館

稲荷森古墳

長岡西田遺跡 長岡山東遺跡

踏査範囲

第５ 図　郡山字前田踏査地

Ⅱ　踏査

0 200 ｍ

S=1：10,000
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砂子田遺跡
庚壇遺跡

木之実小屋遺跡備後塚

西原遺跡

東弁天遺跡

２　池黒字弁天

（１）調 査 日　平成 31 年４月８日

（２）調査場所　南陽市池黒字弁天

（３）調査目的　木之実小屋遺跡の隣地で開発が行われるため踏査を行った。

（４）調査方法及び内容

　写真撮影を行いながら踏査する。

（５）結　　果　

　調査地では遺構・遺物は確認されなかった。遺跡範囲については修正を要しない。

遺跡全景（北西より）

遺跡全景（南西より）遺跡全景（南より）

踏査範囲 第６図　池黒字弁天踏査地

遺跡全景（西より） 遺跡全景（西より）

分布調査報告書
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３　野添館跡

（１）調 査 日　平成 31 年４月 10 日

（２）調査場所　南陽市中の目字野添

（３）調査目的　遺跡確認

（４）調査方法及び内容

　写真撮影を行いながら踏査する。

（５）結　　果　

　調査地は、明治 26 年字限図および享保年間の絵図に堀に囲まれた方形区画が存在するた

め、館跡の可能性を考慮して踏査したが、遺物は出土せず遺構はすでに削平されたものと思

われる。

遺跡全景（北より）

遺跡全景（北西より）

享保年間の野添館跡周辺絵図

踏査範囲

第７図　野添館跡踏査地

大橋古館遺跡

大橋城

御殿跡

畿内城館

野添館跡畿内田遺跡

窪田尻遺跡

遺跡遠景（北より）

Ⅱ　踏査

0 200 ｍ

S=1：10,000
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４　ヌゲッポ遺跡

（１）調 査 日　平成 31 年４月 10 日

（２）調査場所　南陽市竹原字白山他

（３）調査目的　遺跡確認・継続調査

（４）調査方法及び内容

　写真撮影を行いながら踏査する。

（５）結　　果　

　ヌゲッポ遺跡は南陽市総合公園を造成する際に調査を行った縄文早期～前期の遺跡であ

る。遺跡内に造成された作業道では現在も石器・土器が採集できる。今回踏査した道の壁面

にピットと幅３m 程の遺構らしき土色変化が確認できた。また地表から約 40㎝下から縄文

土器と石器が出土した。

遺跡全景（北より）

土中から露出した石器（西より）

法面に露出した遺構断面か？（西北より）

踏査範囲

第８ 図　ヌゲッポ遺跡踏査地

割田館

山田遺跡

円行寺遺跡
梨郷上館

稲荷山古墳群

竜樹山古墳群

天王山古墳群

白山田遺跡

ヌゲッポ遺跡

石ヶ窪（A・B）遺跡

羽黒堂遺跡

金山遺跡

雨沼 B遺跡
竜樹山館

分布調査報告書
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割田館

山田遺跡

円行寺遺跡

梨郷上館

稲荷山古墳群

竜樹山古墳群

天王山古墳群

白山田遺跡

ヌゲッポ遺跡

石ヶ窪（A・B）遺跡

雨沼 B遺跡

竜樹山館

稲荷林遺跡

蔵庭遺跡
宮城遺跡

経塚山古墳群

地点１地点２

５　竜樹山古墳群

（１）調 査 日　平成 31 年４月 16 日

（２）調査場所　南陽市梨郷字竜樹山

（３）調査目的

　赤色立体地図を作成したところ２地点にマウンド状の地形が見られたことから、それらを

確認する。

（４）調査方法及び内容

　写真撮影を行いながら踏査する。

（５）調査結果

　地点１・２ともに人工的な盛り土は見られず自然地形であった。

地点１マウンド（北より）

地点２マウンド（北より）

マウンドのある尾根（東より）

踏査範囲

第９図　竜樹山古墳群踏査地

Ⅱ　踏査

0 200 ｍ

S=1：10,000
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松沢古墳群

松沢山横穴

松沢前遺跡 松沢遺跡

６　松沢古墳群１号墳

（１）調 査 日　平成 31 年４月 15 日～ 17 日

（２）調査場所　南陽市松沢字赤石山

（３）調査目的　松沢古墳群１号墳石室の実測図の補足

（４）結　　果　

　過去に作成された松沢古墳１号墳の実測図に、東側奥石が記載されていなかったため、再

実測し作図した。従来の実測図には方位もなかったことからこれも補足した。

左：石室（西より）
中央：石室東側（西より）

右：石室（東より）

0m 1m

S=1:50

踏査範囲
第 10 図　松沢古墳群１号墳調査地

第 11 図　松沢古墳群１号墳石室実測図

分布調査報告書
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S=1：10,000
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Ⅲ　試掘調査

１　馬場遺跡

（１）調 査 日　平成 31 年２月 22 日

（２）調査場所　南陽市宮内字馬場一 435、440- ８

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 309.44㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　対象地は馬場遺跡にかかることから試掘調査を行うものとした。幅 1.5 ｍ×長さ 5 ｍの試

掘溝１ヶ所を設定し試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認できなかった。調査地内には遺跡は無いと考えられる。

馬場遺跡

柳町遺跡

大清水遺跡

桜田遺跡
久根崎遺跡

調査範囲

TT1

トレンチ設定位置

0 10 ｍ

S=1：500

0

1 ｍ

S=
1：

40

馬場遺跡　試掘溝（東より）

馬場遺跡　試掘溝（東より）

第 12 図　馬場遺跡試掘調査地

第 13 図　馬場遺跡試掘トレンチ設定図

第 14 図　馬場遺跡試掘坑柱状図

v v

盛土

TT1

地山

Ⅲ　試掘調査

0 200 ｍ

S=1：10,000
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TP1

TP2

齋藤館

富貴田遺跡

猫子前遺跡

砂田遺跡

２　斎藤館跡

（１）調 査 日　平成 31 年 3 月 25 日

（２）調査場所　南陽市宮内 4545-2

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 66.25㎡

（３）調査原因　自動車車庫建設

（４）調査方法及び内容

　対象地は斎藤館跡内である。幅１ｍ×長さ１ｍの試掘穴２ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認できなかった。

（６）考　　察

　対象地は「斎藤館跡」の名の通り中世の館跡が存在するとされる。しかし、今回の調査で

は遺跡の存在を確認できる遺構・遺物は確認できなかった。

調査範囲

ピット設定位置

0 20 ｍ

S=1：1000

v v
盛土

v v
盛土

斎藤館跡　試掘坑 TP1（北より） 斎藤館跡　試掘坑 TP2（北より）

第 15 図　斎藤館跡試掘調査地

第 17 図　斎藤館跡試掘ピット設定図第 16 図　斎藤館跡試掘坑柱状図
TP1 TP2

TP1
１. 砂利層

TP2
１. 砂利層１ １

分布調査報告書
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矢ノ目館跡

前畑遺跡

郡山中堀遺跡

沢田遺跡

稲荷遺跡

沢見遺跡樋ノ口遺跡

萩生田遺跡

上河原遺跡町河原遺跡

井戸尻遺跡

中里遺跡

高木遺跡

島貫遺跡

３　沢田遺跡（１）

（１）調 査 日　平成 31 年 3 月 26 日

（２）調査場所　南陽市若狭郷屋字大下

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 3,807㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　当該地は、沢田遺跡にかかることから試掘調査を行うものとした。幅２ｍ×長さ 10 ｍの

試掘溝５ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構は遺跡範囲内のＴＴ１で遺構はピット２ヶ所を確認した。遺物は土師器片が少量出土

した。

（６）考　　察

　遺跡範囲については修正を要しない。

調査範囲

TT5TT1

TT2

TT3

TT4

第 18 図　沢田遺跡試掘調査地

第 20 図　沢田遺跡試掘トレンチ設定図

第 19 図　沢田遺跡試掘坑柱状図

TT3 TT4 TT5

TP1
１. 暗灰褐色粘土
２. 暗褐色シルト粘土
３. 褐色粘土	
４. 灰色粘土
５. 暗灰色砂質粘土
６. 暗灰色粘土	

TP2
１. 暗灰色粘土
２. 灰褐色粘土	
３. 暗灰褐色粘土	
４. 暗灰色砂質粘土	
５. 灰色粘土
６. 暗灰色粘土（黒色）

TP3
１. 暗灰色粘土	
２. 灰褐色粘土	
３. 暗灰色褐色粘土	
	

v v
水田

1
2
3

v v
水田

1
23

4

v v
水田

1
2

3

4

5

v v
水田

TT1

1

2
3

4

5

6

v v
水田

TT2

1
2

3

4

5

6

	
TP4
１. 灰色粘土
２. 暗灰色粘土
３. 灰褐色粘土
４. 暗灰褐色粘土

TP5
１. 灰色土	
２. 暗灰色粘土
 3. 褐灰色粘土
４. 灰褐色粘土
５. 青灰色砂質粘土

Ⅲ　試掘調査

0 200 ｍ

S=1：10,000

0

1 ｍ

S=
1：

40

トレンチ設定位置

0 20 ｍ

S=1：1000
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沢田遺跡　試掘溝 TT1（北より） 沢田遺跡　試掘溝 TT2（東より） 沢田遺跡　試掘溝 TT3（南より）

沢田遺跡　試掘溝 TT4（南より） 沢田遺跡　試掘溝 TT5（南より）

沢田遺跡　試掘溝 TT4（南東より） 沢田遺跡　TT1 の SP1（東より））

分布調査報告書
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前畑遺跡

郡山中堀遺跡

沢田遺跡

上河原遺跡
町河原遺跡

井戸尻遺跡

中里遺跡

島貫遺跡

梅ノ木遺跡

大塚遺跡

馬ノ墓遺跡

西中上遺跡

将監屋敷遺跡

西原東遺跡

沢口遺跡

間々ノ上遺跡

４　島貫字上西原

（１）調 査 日　平成 31 年４月３日

（２）調査場所　南陽市島貫字上西原 610-6

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 823.78㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　調査対象範囲について、幅２ｍ×長さ５ｍの試掘溝１ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺物は土師器片が出土した。遺構は確認されなかった。

調査範囲

トレンチ設定位置
0 20 ｍ

S=1：1000第 21 図　島貫字上西原試掘調査地

TT1

第 23 図　島貫字上西原
試掘坑柱状図

第 22 図　島貫字上西原試掘
トレンチ設定図

（６）考　　察

　遺跡範囲については修正を要しない。

島貫字上西原調査区全景（南東より）

島貫字上西原トレンチ断面（南より） 島貫字上西原調査トレンチ（北より）

TT1
１. くすんだ黄褐色シルト粘土
２. 黄褐色シルト粘土

v v
耕作土

TT1

1

2

Ⅲ　試掘調査

0 200 ｍ

S=1：10,000

0

1 ｍ

S=
1：

40
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小岩沢墳墓

小岩沢遺跡

５　小岩沢字萱ケ作

（１）調 査 日　平成 31 年４月８日

（２）調査場所　南陽市小岩沢字萱ヶ作

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 110㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　通信等建設計画に伴う調査で、対象地は小岩沢遺跡の隣地である。基礎工事部分に幅 0.9

ｍ×長さ 1.2 ｍの試掘坑１ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物ともに確認はできなかった。工事範囲内及び周辺も踏査したが遺物は確認され

なかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

ピット設定位置 0 20 ｍ

S=1：1000

第 24 図　萱ケ作試掘調査地

TP1

第 25 図　萱ケ作試掘ピット設定図

第 26 図　萱ケ作試掘坑
柱状図

左：調査範囲全景（西より）
右上：TP1 調査状況（東より）
西：TP1 調査状況（北より）

TP1
１. くすんだ明黄褐色砂質粘土

v v
耕作土

TP1

1

分布調査報告書

0 200 ｍ

S=1：10,000
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６　植木場一遺跡

（１）調 査 日　平成 31 年４月 16 日

（２）調査場所　南陽市露橋字六兵エ裏 158-2、158-3、158-4

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 675.79㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　当該地は植木場一遺跡にかかることから試掘調査を行うものとした。調査対象範囲につい

て、幅１ｍ×長さ１ｍの試掘坑２ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　ＴＰ２の第２層に土器粒が見られたものの、遺構は検出されなかった。

（６）考　　察

　遺跡の範囲については修正を要しない。

露橋 A館

露橋遺跡

植木場一遺跡

宮崎館

富塚遺跡

調査範囲

第 27 図　植木場一遺跡試掘調査地

ピット設定位置

0 20 ｍ

S=1：1000
第 28 図　植木場一遺跡試掘ピット設定図

第 29 図　植木場一遺跡試掘坑柱状図

TP1
TP2

植木場一遺跡全景（南西より）

植木場一遺跡 TP1 土層断面（南より）

植木場一遺跡 TP2 土層断面（南より）

TP1
１. 暗褐色褐色粘土 ( 褐色粘土混入）
２. 褐色シルト粘土	
.
TP2
１. 黒褐色粘土	
２. くすんだ黒褐色粘土
３. 黒褐色粘土	 	
	

v v
耕作土

v v
耕作土

TP1 TP2

1 1

2 2
3

Ⅲ　試掘調査

0 200 ｍ

S=1：10,000

0

1 ｍ

S=
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TP1 TP2

島貫遺跡

井戸尻遺跡

梅ノ木遺跡
中落合遺跡

檜原遺跡

中落合館

東ノ北遺跡

町河原遺跡

上河原遺跡

萩生田遺跡

樋ノ口遺跡

西田遺跡

高木遺跡

沢田遺跡

７　中落合遺跡

（１）調 査 日　平成 31 年４月 22 日

（２）調査場所　南陽市中落合字宅地 661

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 63.84㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　当該地は中落合遺跡にかかることから試掘調査を行うこととした。幅２ｍ×長さ５ｍ、幅

２m ×長さ 2.2 ｍの試掘溝 2 ヶ所を設定し試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺物はＴＰ１の第２層から陶器片、第３層から近世の擂鉢片が出土した。ＴＰ２の第２層

から流れ込みと思われる摩滅した土師器片が出土した。遺構はＴＰ１では一部被熱した礫を

含む土によって埋められた痕跡と、炭化物を多く含む土層を確認した。ＴＰ２ではピット１

基と溝跡を検出した。これらの使用時代は不明である。

調査範囲

第 30 図　中落合遺跡試掘調査地

第 31 図　中落合遺跡試掘ピット設定図

第 32 図　中落合遺跡試掘坑柱状図

ピット設定位置 0

S=1：500

10 ｍ

中落合遺跡全景（西より）

TP1
１. 暗褐色砂質粘土	
２. 暗灰色粘土（近世擂鉢混入）
３. 黄褐色砂質粘土	
	
.
TP2
１. 暗褐色砂質粘土	
２.. 暗褐色砂質粘土	
３. 暗灰褐色砂質粘土	
４. 暗灰色粘土	

v v
表土

v v
表土

TP1 TP2

1
12
2

3

4

分布調査報告書
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中落合遺跡 TP1 土層断面（南より）中落合遺跡 TP1（南より）

中落合遺跡 TP1 礫状況（南より） 中落合遺跡 TP2（南より）

中落合遺跡 TP2 土層断面（北より）

中落合遺跡 TP1 土層断面（南より） 中落合遺跡 TP2 土層断面（南より）

中落合遺跡 TP3 土層断面（南より） 中落合遺跡 TP4 土層断面（南より）

Ⅲ　試掘調査
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百刈田遺跡

前小屋遺跡

宮之前遺跡

西中上遺跡

将監屋敷遺跡

馬ノ墓遺跡

西畑遺跡

大塚遺跡
中里遺跡

西原東遺跡

沢口遺跡

沢田遺跡

８　高梨字西屋敷

（１）調 査 日　平成 31 年４月 23 日

（２）調査場所　南陽市高梨字西屋敷 839-4 ～ 8、848-3 ～ 4、843-3 ～ 6

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 1404.77㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　当該地は、宮之前遺跡の隣地にあたることから、試掘調査を行うものとした。幅１ｍ×長

さ１ｍの試掘坑４ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺物は地表面踏査で土師器と須恵器の小片を数点表採した。ＴＰ２の盛土層から須恵器片

１点出土した。遺構は確認されなかった。

（６）考　　察　

　遺跡範囲については修正を要しない。

調査範囲

第 33 図　高梨字西屋敷試掘調査地

0 20 ｍ

S=1：1000

ピット設定位置

第 34 図　高梨字西屋敷試掘ピット設定図

TP1

TP2

TP3

TP4

第 35 図　高梨字西屋敷試掘坑柱状図

高梨字西屋敷全景（北より）

TP1
１. くすんだ黄褐色粘土	
２. 黄褐色粘土	

TP2
１. くすんだ黄褐色粘土
　　　（暗褐色粘土混入）	
２. 暗灰褐色砂質粘土	

	

TP3
１. くすんだ暗黄褐色砂質粘土
２. 暗褐色砂質粘土	
３. くすんだ暗褐色砂質粘土
４. 黄褐色粘土	

TP4
１. 黄褐色砂質粘土
２. 暗褐色砂質粘土	
３. くすんだ暗灰褐色土
４. 黄褐色粘土	
	

v v
耕作土

v v
耕作土

v v
耕作土

v v
耕作土

TP1 TP2 TP3 TP4

1 1
1 1

2 2

2
2

3 3

4 4

分布調査報告書
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TP1

島貫遺跡

井戸尻遺跡

梅ノ木遺跡

中落合遺跡
檜原遺跡

中落合館 東ノ北遺跡

町河原遺跡

上河原遺跡

萩生田遺跡

樋ノ口遺跡

西田遺跡高木遺跡

沢田遺跡

郡山中堀遺跡

中里遺跡
大塚遺跡西畑遺跡 沢田遺跡

９　萩生田八景（中屋敷）

（１）調 査 日　平成 31 年４月 23 日

（２）調査場所　南陽市萩生田字八景 931-1

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 568.13㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　対象地は萩生田遺跡の隣地である。幅 1 ｍ×長さ 1 ｍの試掘坑１ヶ所設定し、試掘を実

施した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認できなかった。

調査範囲

　萩生田八景試掘全景

ピット設定位置
0 10 ｍ

S=1：500

第 37 図　萩生田八景試掘ピット設定図 第 38 図　萩生田八景試掘坑柱状図

萩生田八景 TP1 土層断面（北より）

TP1
１. くすんだ黄褐色粘土
２. 黄褐色粘土	
	

v v
盛土

TP1

1

2

第 36 図　萩生田八景試掘調査地

Ⅲ　試掘調査

0 200 ｍ
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0

1 ｍ
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40
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10　矢ノ目館跡

（１）調 査 日　平成 31 年５月 14 日

（２）調査場所　南陽市郡山字砂原 977-1、2

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 526.6㎡

（３）調査原因　民間開発 (93 条）

（４）調査方法及び内容

　当該地は矢ノ目館跡にかかることから試掘調査を行うものにした。調査対象範囲のうち幅

１ｍ×長さ５ｍの試掘溝１ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　敷地内の地表面踏査で摩滅した須恵器坏片１点を表採した。また、ＴＴ１のから土器片が

出土した。

（６）考　　察

　当該地では古代の条里関連遺跡が発見されている。また中世末期には伊達家家臣矢ノ目市

三郎の居館であったとされているが遺構は検出されなかった。

調査範囲 0 200 ｍ

S=1：10,000
第 39 図　矢ノ目館跡試掘調査地

トレンチ設定位置
0 10 ｍ

S=1：500

第 40 図　矢ノ目館跡試掘
トレンチ設定図

第 41 図　矢ノ目館跡試掘溝柱状図

長岡館

長岡山東遺跡

長岡山遺跡

稲荷森古墳

早稲田遺跡
間々ノ上遺跡

矢ノ目館跡

前畑遺跡

沢田遺跡

東六角遺跡

李ノ木遺跡

TT1

矢ノ目館跡全景（南西より）

矢ノ目館跡 TT1 調査状況（南より）

矢ノ目館跡 TT1 土層断面（東より）

TT1
１. 暗灰色砂質粘土
２. 黄褐色砂質粘土、土器片混入	
　（暗灰色粘土混入）	
３. 明黄褐色粘質シルト	
４. 黒色粘土	
	

v v
耕作土

TT1

1
2

3

4

分布調査報告書
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TP1

TP2

横沢遺跡

二色根館跡 中野山館

上野山館
上ノ山遺跡

烏帽子山経塚烏帽子山古墳

二色根古墳群

諏訪前遺跡

11　二色根館跡

（１）調 査 日　令和元年６月 12 日

（２）調査場所　南陽市二色根字南京観音堂 636-6

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 47.30㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　当該地は二色根館跡にかかることから試掘調査を行うものとした。調査地に幅 80cm ×長

さ１ｍの試掘坑２ヶ所を設定して試掘を実施した。。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認されなかった。

（６）考　　察

　当該地は二色根館跡の範囲内であるが、遺構・遺物は確認できなかった。

調査範囲

第 42 図　二色根館跡試掘調査地

ピット設定位置

第 43 図　二色根館跡試掘
ピット設定図

第 44 図　二色根館跡
試掘坑柱状図

　二色根館跡試掘全景

左：二色根館跡 TP1 土層断面（西より）
右：二色根館跡 TP2 土層断面（南より）

TP1

v v
盛土

v v

盛土

TP2

地山

地山

Ⅲ　試掘調査
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斉藤館

猫子前遺跡

富貴田遺跡

大清水遺跡

桜田遺跡

久根崎遺跡

馬場遺跡

12　大清水遺跡

（１）調 査 日　令和元年６月 13 日

（２）調査場所　南陽市宮内 4678-18

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 326.85㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　対象地は大清水遺跡範囲一部かかることから試掘調査を行うこととした。工事部分につい

て、幅１ｍ×長１ｍの試掘坑 1 ヶ所を設定し調査を実施した。

（５）結　　果　

　遺物は表土層から土器粒が２点出土したのみである。遺構は検出されなかった。周囲の地

表面踏査も実施したが遺物の採集はなかった。

（６）考　　察

　遺跡範囲については修正を要しない。

調査範囲

第 45 図　大清水遺跡試掘調査地

ピット設定位置

第 46 図　大清水遺跡試掘ピット設定図

第 47 図　大清水遺跡試掘坑柱状図

TP1

大清水遺跡全景（南より）

大清水遺跡 TP1 調査状況（南より）

TP1
１. 黒褐色砂質粘土（水分含む）
　  土器粒含む
２. 暗褐色砂質粘土（水分含む）
	

TP1

v v

耕作土
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丸山館

柳町遺跡

宮内小学校敷地内遺跡

久保遺跡

石切山城

双松公園内遺跡　
宮内南館

宮沢城

慶海山館

宮内熊野大社

敷地内遺跡

坂町経塚

熊野大社一字一石経塚

調査範囲 0 200 ｍ

S=1：10,000
第 48 図　宮内字清水二試掘調査地

ピット設定位置

第 49 図　宮内字清水二
試掘ピット設定図

第 50 図　宮内字清水二
試掘坑柱状図

13　宮内字清水二

（１）調 査 日　令和元年６月 18 日

（２）調査場所　南陽市宮内字清水二 2243

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 234.71㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　工事部分について、幅１ｍ×長１ｍの試掘坑２ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　寛永通宝が１点出土したものの、遺構は確認されなかった。

（６）考　　察

　近世以降の造成と思われる。

TP2
TP1

宮内字清水二全景（西より）

宮内字清水二 TP1 土層断面（西より）

宮内字清水二 TP2 土層断面（西より）

TP1
１. 黒褐色砂質粘土	
２. 暗褐色砂質粘土

TP2
１. 黒褐色砂層（粘性なし）
２. 黒褐色砂質粘土	
３. 暗褐色砂質粘土	
４. 暗褐色砂質シルト	

TP1

v v

耕作土

v v

耕作土

TP2

1 １
2 2
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TT1

横沢遺跡

二色根館跡 中野山館

上野山館

上ノ山遺跡

烏帽子山経塚
烏帽子山古墳

二色根古墳群

諏訪前遺跡

14　二色根字山崎

（１）調 査 日　令和元年 7 月 4 日

（２）調査場所　南陽市宮内字山崎 258-4

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 314㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　対象地に幅１ｍ×長２ｍの試掘溝１ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 51 図　二色根字山崎試掘調査地

トレンチ設定位置

第 52 図　二色根字山崎試掘トレンチ設定図

第 53 図　二色根字山崎試掘溝柱状図

TT1

v v
耕作土

二色根字山崎 TT1 調査状況（西より）

TT1
１. 黒褐色砂質粘土	
２. 暗褐色砂質粘土	
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上野遺跡

観音堂遺跡

蒲生田館南遺跡

蒲生田館

清水上遺跡

桜田遺跡

久根崎遺跡

調査範囲

第 54 図　観音堂遺跡試掘調査地

ピット設定位置

第 55 図　観音堂遺跡試掘ピット設定図

第 56 図　観音堂遺跡試坑柱状図

15　観音堂遺跡

（１）調 査 日　令和元年８月 29 日

（２）調査場所　南陽市宮内字関口 247-2

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 250㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　対象地は観音堂遺跡にかかることから試掘調査を行うこととした。調査対象範囲 250㎡に

ついて、幅１ｍ×長さ１ｍの試掘坑３ヶ所を設定し実施した。また周辺踏査を行った。

（５）結　　果　

　遺物はＴＰ１から土師器片・須恵器片等が数点出土したが、ＴＰ２からは出土しなかった。

遺構は両調査坑から検出されなかった。遺跡範囲内で周辺踏査を行ったところ調査地の北側

で遺物の散布を確認した。

（６）考　　察

　遺構内出土の遺物がなかったことから、遺跡範囲については修正を要しないと思われる。

TP3
TP2

TP1

観音堂遺跡 TP1 調査状況（西より）

TP1
１. 褐色砂質粘・土器片混入
２. 暗褐色粘質砂層
	
TP2
１. 褐色砂質粘・土器片混入
２. やや明るい褐色粘質砂
３. 褐色粘質砂、粗砂混入

TP3
１. 褐色粘質砂・細砂混入
２. 褐色粘質砂・粗砂混入

TP1 TP2 TP3

v v
表土

v v
表土

v v
表土

1
1

1

2

2

2
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早稲田遺跡

稲荷森古墳

長岡西田遺跡

長岡南森遺跡

中ノ目下遺跡

長岡山東遺跡

長岡館

長岡山遺跡 太子堂遺跡

椚塚館

椚塚館ノ山遺跡

16　長岡山東遺跡

（１）調 査 日　令和元年９月 19 日

（２）調査場所　南陽市長岡字西田中 1424-1、1413-1

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 1,695㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　調査対象範囲について、幅１ｍ×長さ２ｍの試掘溝 2 ヶ所を設定し、また、対象地内の

円形マウントに十字試掘溝（ＴＴ 1 ～ＴＴ 3）を設定し幅 1.5 ｍ×長さ 13 ｍの試掘溝３ヶ

所と試掘を実施した。

（５）結　　果　

　調査地は長岡山丘陵の東側にあたり、現況は耕作放棄地（元果樹園）である。遺物は、表

土および試掘溝から須恵器片、土師器片、須恵器片、石器が出土したが、いずれも撹乱層か

らの出土したしたものと考えられる。遺構は、確認されなかった。

（６）考　　察

　調査区は自然地形で、調査地内には遺跡は無いと考えられる。。

調査範囲

第 57 図　長岡山東遺跡試掘調査地

トレンチ設定位置 0 20 ｍ

S=1：1000
第 58 図　長岡山東遺跡試掘トレンチ設定図

第 59 図　長岡山東遺跡掘坑柱状図

TT4

TT2

TT5

TT3 TT1

v v
耕作土

TT1 東 TT2 北 TT3 南

v v
耕作土

TT1 南

v v

耕作土

TT2 南

v v
耕作土

v v
耕作土

v v
耕作土

TT3 北

TT4 TT5

v v
耕作土

v v
耕作土

TT2 北
１. 褐色砂質粘土、灰色混入

TT3 南
１. 黒褐色シルト粘土	

TT5
1 黒褐色粘土、シルト入る、土器混入
2 褐色砂質粘土	

１
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長岡山東遺跡 TT1 調査状況（西より）

長岡山東遺跡 TT2 調査状況（西より）

長岡山東遺跡 TT4 調査状況（西より）

長岡山東遺跡 TT5 調査状況（西より）

長岡山東遺跡 TT3 調査状況（東より）

Ⅲ　試掘調査
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爼柳遺跡

東畑 B遺跡

東畑 A遺跡

水上遺跡

熊の前館

鵜ノ木館

中ノ目下遺跡

内城館

17　爼柳字東畑

（１）調 査 日　令和元年 10 月３日

（２）調査場所　南陽市爼柳字東畑 820-2、821-2、821-3

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 65.21㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　対象地は爼柳館跡の隣地である。遺跡分布調査の未実施地であることから、建物の解体工

事および土工事の際に立会調査を行った。

（５）結　　果　

　遺構・遺物ともに検出されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 60 図　爼柳字東畑試掘調査地

ピット設定位置

第 61 図　爼柳字東畑試掘
ピット設定図

第 62 図　爼柳字東畑試掘坑状図

TP1

爼柳字東畑全景（南より）

爼柳字東畑 TP1 調査状況（南より）

TT1
１. 暗灰色粘土	
２. 緑灰色粘土（盤土）	
３. 暗緑灰色粘土
４. 褐灰色砂質粘土
５. 位褐灰色粘土
６. 褐灰色粘質砂土

.

爼柳字東畑 TP1 調査状況（東より）

TP1

v v

耕作土

1
2

3

4
5

6
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東六角遺跡

長岡山遺跡早稲田遺跡間々ノ上遺跡

矢ノ目館

西原東遺跡
沢口遺跡

郡山中堀遺跡

前畑遺跡

沢田遺跡

島貫遺跡

上河原遺跡

樋ノ口遺跡

稲荷遺跡

諏訪前遺跡

18　郡山字荒田

（１）調 査 日　令和元年 10 月 16 日

（２）調査場所　南陽市郡山字荒田 1054-10 他

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 421.08㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　当該地は、登録遺跡範囲外だが矢ノ目館跡の近隣であることから試掘調査を行うこととし

た。調査対象範囲について幅 1.5 ｍ×長さ 10 ｍの試掘溝３ヶ所を設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は検出されなかった。周辺踏査では周知の遺跡範囲内で遺物の散布を確認した。

（６）考　　察

　遺物・遺構はともに検出されなかった。

調査範囲

第 63 図　郡山字荒田試掘調査地

トレンチ設定位置

第 64 図　郡山字荒田試掘トレンチ設定図 第 65 図　郡山字荒田試掘坑柱状図

TT1 TT3TT2

爼郡山字荒田全景（南より）

TT1
１. 緑灰色粘土	
２. 暗灰色粘土	
３. 黒色粘土	
４. 明るい暗灰色粘土	
５. 明るい暗灰色粘土
６. 暗灰色粘土	
７. 暗灰色粘土	
８. 暗灰色粘土、褐灰混じり	
９. 暗灰色粘土	

TT2
１. 緑灰色粘土	
２. 黒色粘土	
３. 暗灰色粘土	
４. 緑灰色粘土	
５. 暗灰色粘土	
６. 暗灰色粘土、褐灰混じり	
７. 黒色粘土	
８. 緑灰色粘土	

TT3
１.. 黒色砂土	
２. 緑灰色粘土	
３. 暗灰色粘土	
４. 黒色粘土	
５. 暗灰色粘土
６. 緑灰色粘土	
７. 暗灰色粘土、褐灰混じり	
８. 暗灰色粘土	

v v

盛土

v v

盛土

v v
盛土

TT1 TT2 TT3
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TP1

TP8TP3

TP12TP7TP2

TP11TP6

TP5

TP9TP4

TP10

TP14

TP15

TP13

TT17

TP16

横沢遺跡

二色根館

二色根古墳群

19　二色根字的場

（１）調 査 日　令和元年 10 月 23 日～ 24 日

（２）調査場所　南陽市二色根字的場 497、497-1、499-4、字鍛冶屋敷 501-1

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 5149㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　対象地は、横沢遺跡の隣地で遺跡分布調査の未実施地であることから、試掘調査を行うも

調査範囲

第 66 図　二色根字的場試掘調査地

ピット設定位置

第 67 図　二色根字的場試掘ピット設定図

のとした。調査対象範囲に幅１ｍ×長さ１ｍの試掘

坑 16 ヶ所を、幅１ｍ×長２ｍの試掘坑１ヶ所を設

定し、試掘を実施した。　

（５）結　　果　

　遺構・遺物ともに検出されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

TP1
１. 暗灰褐色シルト粘土、かたくしまる
２. オリーブ褐色シルト粘土（地山）

TP2
１.オリーブ褐色シルト粘土

TP3
１. 暗灰褐色シルト粘土、やわらかい
２. 暗灰褐色シルト粘土、かたくしまる	
３. オリーブ褐色シルト粘土（地山）

TP4
１. 灰褐色シルト粘土	
２. 暗灰色シルト粘土	
３. 灰褐色シルト粘土かたくしまる

TP5
１. 灰褐色シルト粘土	
２. 暗灰色シルト粘土	
３. オリーブ褐色シルト粘土	

TP6
１. 暗灰褐色シルト粘土、かたくしまる	
２. オリーブ褐色シルト粘土（地山）

.
TP7
１. オリーブ褐色シルト粘土	

TP8
１. 灰褐色シルト粘土	
２. 暗灰色シルト粘土	
３. オリーブ褐色砂質シルト	

TP9
１. 暗灰色シルト粘土	
２. オリーブ褐色シルト、砂礫混じり

TP10
１. 灰褐色シルト粘土	
２. 灰オリーブシルト粘土	
３. 暗灰色シルト粘土	
４. オリーブ褐色シルト粘土	

TP11
１. 暗灰褐色シルト粘土、かたくしまる	
２. オリーブ褐色シルト粘土（地山）

.
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第 68 図　二色根字的場試掘坑柱状図
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TP12
１. オリーブ褐色シルト粘土

TP13	
１. 灰褐色シルト粘土	
２. 暗灰色シルト粘土	

TP14
１. 灰色シルト粘土	
２. 灰色シルト粘土	
３. 暗灰色シルト粘土	

TP15	
１. 灰褐色シルト粘土	
２. 暗灰色砂質シルト	
３. オリーブ褐色シルト粘土（砂
礫混じり）	

TP16
１. オリーブ褐色シルト粘土

.
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4

TP7 調査状況（南より） TP8 調査状況（南より）

TP9 調査状況（南より）

TP4 調査状況（南より）

TP5 調査状況（南より） TP6 調査状況（南より）

TP1 調査状況（南より） TP2 調査状況（南より） TP3 調査状況（南より）

TP10 調査状況（南より） TP11 調査状況（南より） TP12 調査状況（南より）

TP13 調査状況（南より） TP14 調査状況（南より） TP15 調査状況（南より）
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上野山館

中野山館二色根館

横沢遺跡

20　二色根字大日浦

（１）調 査 日　令和元年 10 月 24 日

（２）調査場所　南陽市二色根字大日浦 413

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 5㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　対象地は二色根城館の根小屋東南角に接することから試掘調査を行うものとした。幅１ｍ

×長さ１ｍの試掘坑１ヶ所を設定し調査を、試掘した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物ともに検出されなかった。

（６）考　　察

　遺跡範囲については修正を要しない。

調査範囲

第 69 図　二色根字大日浦試掘調査地

ピット設定位置

第 70 図　二色根字大日浦試掘
ピット設定図

第 71 図　二色根字大日浦
試掘坑柱状図

TP1

左：二色根字的場 TP1 調査状況（南より）
右：二色根字的場 TP1 北壁土層断面（南より）

TP1
１.灰褐色砂質粘土	
２.オリーブ褐色砂質粘土	

.

TP1

v v
盛土

1

2

分布調査報告書
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早稲田遺跡

稲荷森古墳

長岡西田遺跡

長岡南森遺跡

長岡山東遺跡

長岡館

長岡山遺跡
太子堂遺跡

椚塚館

椚塚館ノ山遺跡

李ノ木遺跡

21　長岡山遺跡

（１）調 査 日　令和元年 11 月５日

（２）調査場所　南陽市長岡字西田中 1433-1

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 168.69㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　対象地は、長岡山遺跡にかかることから試掘調査を行うものとした。9 月の宅地造成時に

立会調査を、11 月の住宅工事時に幅１ｍ×長さ１ｍの試掘坑１ヶ所を設定し、試掘を実施

した。

（５）結　　果　

　遺構は検出されなかった。立会調査では耕作土から土器片が出土した。

調査範囲

第 72 図　長岡山遺跡試掘調査地

ピット設定位置

第 73 図　長岡山遺跡試掘ピット設定図

第 74 図　長岡山遺跡試坑柱状図

TP1

擁壁工事

長岡山遺跡全景（南より）

長岡山遺跡 TP1 土層断面（南より）

TP1

v v
盛土

1

2

TP1
１. 黒褐色粘土	
２. 黒褐色粘土	
	 .

Ⅲ　試掘調査
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TT1 TT3 TT4TT2a

TT2b

狸沢山古墳群 A支群

二色根館

上野遺跡

観音堂遺跡

内原七遺跡
内原三遺跡

蒲生田山古墳群

山居沢山D遺跡

山居沢山 B遺跡

山居沢山 A遺跡

22　三間通字一丁場

（１）調 査 日　令和元年 11 月 14 日

（２）調査場所　三間通字一丁場 1065-1 他

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 3600㎡

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　現状は老人介護施設の一部である。試掘調査を行うため現状に合わせ試掘溝を 20m 間隔

で幅 1.5 ｍ×長さ 20m を 2 ヶ所、14.5 ｍ・4.5 ｍ・8 ｍを各１ヶ所設定し、試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認できなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

　

調査トレンチ

第 75 図　三間通字一丁場試掘調査地

トレンチ設定位置

0 20 ｍ

S=1：1000
第 76 図　三間通字一丁場試掘トレンチ設定図

第 77 図　三間通字一丁試掘坑柱状図

TT1
１. 褐灰色粘土	 	
２. 浅黄褐粘土	
	

TT2a
１. 黄褐色粘土	
２. 浅黄色粘土	
３. 灰白色粘土	
		  .
TT2b
１. 褐灰色粘土	
２. 浅黄色粘土	

TT3
１. 黒色粘土	
２. 黄褐色粘土
３. 明黄褐色粘土（灰白入る）
４. 灰白色砂質粘土	
５. 明青灰色砂質粘土

TT4
１. 黒色粘土	
２. 明黄褐色粘土
	

v v
表土

v v
表土

v v
表土

v v
表土

v v
表土
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三間通字一丁場崎 TT1 完掘状況（北より） 三間通字一丁場崎 TT2a 完掘状況（北より）

三間通字一丁場崎 TT2b 完掘状況（北より） 三間通字一丁場崎 TT3 完掘状況（北より）

三間通字一丁場崎 TT4 完掘状況（北より）

Ⅲ　試掘調査
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矢ノ目館

前畑遺跡

郡山中堀遺跡

沢田遺跡

稲荷遺跡

樋ノ口遺跡
萩生田遺跡

上河原遺跡

町河原遺跡

井戸尻遺跡

中里遺跡

島貫遺跡

間々ノ上遺跡

沢口遺跡

西原東遺跡

西中上遺跡

西畑遺跡

馬ノ墓遺跡

大塚遺跡

梅ノ木遺跡

中落合遺跡

中落合館 東ノ北遺跡

23　沢田遺跡（２）

（１）調 査 日　令和元年 11 月 18 日

（２）調査場所　南陽市島貫字六角 602-7、20

　　　　　　　  調査対象地（工事）面積 220.99㎡

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　対象地は沢田遺跡範囲内にあり試掘調査を行うこととした。幅１ｍ×長さ２ｍの試掘溝

1 ヶ所を設定し試掘を実施した。

（５）結　　果　

　遺構は検出されなかった。遺物は古代の土師器が 1 点出土した。

調査範囲

第 78 図　沢田遺跡（２）試掘調査地

トレンチ設定位置
0 10 ｍ

S=1：500
第 79 図　沢田遺跡（２）

試掘トレンチ設定図
第 80 図　沢田遺跡（２）

試掘坑柱状図

TT1

TT1

沢田遺跡（２）全景（北西より）

沢田遺跡（２）TT1 土層断面（西より）

TT1
１. 灰色粘土層	
２. 灰色粘土層		 .

v v
盛土

耕作土
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矢ノ目館跡

前畑遺跡

郡山中堀遺跡

沢田遺跡

萩生田遺跡

上河原遺跡

町河原遺跡

井戸尻遺跡

中里遺跡

島貫遺跡

沢口遺跡

間々ノ上遺跡

西原東遺跡

西中上遺跡

大塚遺跡

梅ノ木遺跡

中落合遺跡

Ⅳ　立会調査

１　沢田遺跡

（１）調 査 日　平成 31 年２月 13 日

（２）調査場所　南陽市島貫字六角 602-13

（３）調査原因　民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容

　対象地は沢田遺跡範囲に一部であるため土工事の際に立会いを行った。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は検出されなかった。

調査範囲

第 81 図　沢田遺跡立会調査地

沢田遺跡全景（北西より）

沢田遺跡調査状況（北より）

Ⅳ　立会調査

0 20ｍ

S=1：10,000



42

源兵ヱ山 A遺跡

久根崎遺跡
桜田遺跡

大清水遺跡

馬場遺跡

柳町遺跡

２　宮内字黒木一

（１）調 査 日　平成 31 年３月８日

（２）調査場所　南陽市宮内字黒木一 1048-2

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　馬場遺跡の隣地であるであることから、土工事の際に立会いを行い、遺跡の有無を確認す

る。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認できなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 82 図　宮内字黒木一立会調査地

第 83 図　宮内字黒木一立会調査柱状図

内字黒木一全景（北より）

内字黒木一調査状況（東より）

TT1
１. 暗灰色砂質粘土	
２. 暗褐色粘質砂層	
	
	 .

TT1

v v

盛土
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宮之前遺跡

西中上遺跡

将監屋敷遺跡

西畑遺跡
馬ノ墓遺跡

中里遺跡

大塚遺跡

井戸尻遺跡梅ノ木遺跡

３　萩生田字宮之内

（１）調 査 日　平成 31 年４月３日

（２）調査場所　南陽市萩生田字宮之内 504-2

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　当該地は西畑遺跡の隣地であるため、解体工事の際に立会いを行い、土層及び遺跡の有無

を確認する。

（５）結　　果　

　解体工事の際の排土に遺物は含まれていなかった。工事地内の土は表土 50cm 下に旧建物

の基礎とみられる礫層がある。また、周辺を踏査したところ、遺跡の範囲内に須恵器が見つ

かった。

（６）考　　察

　遺跡の範囲については修正を要しない。

調査範囲

第 84 図　萩生田字宮之内立会調査地

第 85 図　萩生田字宮之内立会調査柱状図

萩生田字宮之内全景（北より）

萩生田字宮之内 TT1 完掘状況（南より）

TT1
１. 暗灰褐色粘土、やわらかい	
	

.

TT1

v v
耕作土

1

Ⅳ　立会調査
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４　新田字銀山

（１）調 査 日　平成 31 年４月 8 日

（２）調査場所　南陽市新田字銀山 23-1、27-1

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　遺跡分布調査未実施であるため立会いを行った。

（５）結　　果　

　削平によるものか、遺物は出土・遺構は確認されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

第 86 図　新田字銀山立会調査地

大洞山館

銀山遺跡

調査範囲

新田字銀山全景（東より）

新田字銀山全景（北より）

分布調査報告書
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５　宮内字穴田（字大清水）

（１）調 査 日　平成 31 年４月 22 日

（２）調査場所　南陽市宮内字穴田 4660-21

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　対象地は大清水遺跡の隣地であることから、土工事の際に立会いを行い、遺跡の有無を確

認する。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 87 図　宮内字穴田立会調査地

久根崎遺跡

桜田遺跡

斉藤館

富貴田遺跡

大清水遺跡
馬場遺跡

宮内字穴田全景（南東より）

宮内字穴田 TT1 完掘状況（東より）

Ⅳ　立会調査
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６　三間通字壇之越

（１）調 査 日　令和元年５月 16 日

（２）調査場所　南陽市三間通字壇之越 336

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　水道工事の際に立会調査を行い、土層及び遺跡の有無を確認する。

（５）結　　果　

　遺構・遺物は確認できなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 88 図　三間通字壇之越立会調査地

TT1

東六角遺跡

矢ノ目館郡山中堀遺跡

前畑遺跡

沢田遺跡 諏訪前遺跡

稲荷遺跡

沢見遺跡

唐越遺跡

第 89 図　三間通字壇之越立会調査柱状図

三間通字壇之越全景（南東より）

三間通字壇之越作業状況（北より）

TT1
１. 暗褐色砂質粘土	
２. 褐色粘質砂層	
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v v
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７　長岡山東遺跡

（１）調 査 日　令和元年７月 24 日

（２）調査場所　南陽市長岡字西田中

（３）調査原因　下水道整備（94 条）

（４）調査方法及び内容

　下水道工事の際に立会いを行い、土層及び遺跡の有無を確認する。

（５）結　　果　

　土層の観察と遺物の有無を確認した。遺物・遺構は確認できなかった。

（６）考　　察

　遺跡の範囲については修正を要しない。

調査範囲

第 90 図　長岡山東遺跡立会調査地

第 91 図　長岡山東遺跡立会調査柱状図

長岡南森遺跡

長岡山東遺跡

長岡西田

遺跡

稲荷森古墳

早稲田遺跡 長岡山遺跡

長岡館
太子堂遺跡

椚塚館ノ山遺跡

椚塚館
李ノ木遺跡東六角遺跡矢ノ目館

長岡山東遺跡全景（北より）

長岡山東遺跡作業状況（北より）

TT1
１. 黒色粘土層	
２. 緑灰色砂層	
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TT1

v v

盛土

1
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Ⅳ　立会調査
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８　爼柳字内城

（１）調 査 日　令和元年８月 21 日～ 30 日

（２）調査場所　南陽市爼柳字内城

（３）調査原因　下水道整備（94 条）

（４）調査方法及び内容

　対象地は内城館跡の範囲内であるため、下水道工事の際に立会いを行い、土層及び遺跡の

有無を確認した。

（５）結　　果

　遺構・遺物は確認できなかった。

調査範囲

TT1

第 92 図　爼柳字内城立会調査地

第 93 図　爼柳字内城立会調査柱状図

東畑 A遺跡 爼柳遺跡

東畑 B遺跡

熊の前館

水上遺跡

内城館中ノ目下遺跡

鵜ノ木館

長岡南森遺跡

長岡西田遺跡
長岡山東遺跡

v v

盛土

爼柳字内城全景（西より）

爼柳字内城作業状況（北より）

1

TT1
１. 褐色砂礫層・礫多い
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北町遺跡

稲荷前遺跡

烏帽子山古墳
烏帽子山経塚

上ノ山遺跡

上野山館

中野山館

９　赤湯字湯尻二

（１）調 査 日　令和元年９月２日

（２）調査場所　南陽市赤湯字湯尻二 1267-2

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　　基礎工事、土壌改良工事の際に立会いを行った。

（５）結　　果

　遺物・遺構は確認できなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲
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第 94 図　赤湯字湯尻二立会調査地

第 95 図　赤湯字湯尻二立会調査柱状図

赤湯字湯尻二全景（南東より）

赤湯字湯尻二作業状況（北より）

TT1
１. 暗灰色粘土	
２. 暗灰色粘土	

	 .

TT1

v v
盛土
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Ⅳ　立会調査
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爼柳遺跡

東畑 A遺跡

東畑 A遺跡

水上遺跡

熊の前館

鵜ノ木館

中ノ目下遺跡
内城館　

10　爼柳字東畑二

（１）調 査 日　令和元年８月 30 日、９月４日

（２）調査場所　南陽市爼柳字東畑二 1131

（３）調査原因　民間開発

（４）調査方法及び内容

　解体工事に立会いを行い、土層及び遺跡の有無を確認する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は確認できなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 96 図　爼柳字東畑二立会調査地

第 97 図　爼柳字東畑二立会調査柱状図
TT1

爼柳字東畑二全景（東より）

爼柳字東畑二 TT1 完掘（西より）

TT1
１. 暗褐色砂質粘土	
２. 暗褐色粘土	
３. 暗灰色粘土、かなりやわらかい

	 .
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1

2

3

分布調査報告書
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下八ツ口遺跡

塩釜前遺跡

塩釜遺跡

11　砂塚字西寺田・東寺田

（１）調 査 日　令和元年 9 月 5 日

（２）調査場所　南陽市砂塚字西寺田・東寺田

（３）調査原因    市道整備

（４）調査方法及び内容　

　対象地は下八ツ口遺跡の隣地で、遺跡分布調査の未実施地であることから道路改良工事の

際に立会いと周辺踏査を行い、遺跡の有無を確認する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は検出されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 98 図　砂塚字西寺田・東寺田立会調査地

砂塚字西寺田・東寺田全景（南より）

砂塚字西寺田・東寺田全景（北より）

砂塚字西寺田・東寺田全景（南より）

Ⅳ　立会調査

0 200 ｍ

S=1：10,000
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柳町遺跡

調査範囲

第 99 図　宮内字阿弥陀堂立会調査地

12　宮内字阿弥陀堂

（１）調 査 日　令和元年 9 月 5 日

（２）調査場所　南陽市宮内字阿弥陀堂

（３）調査原因    市道整備

（４）調査方法及び内容　

　対象地は遺跡分布調査の未実施地であるが、道路改良工事の際に立会調査を行い、遺跡の

有無を確認する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は確認できなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

宮内字阿弥陀堂全景（南より）

宮内字阿弥陀堂全景（西より）

宮内字阿弥陀堂全景（東より）

分布調査報告書

0 200 ｍ

S=1：10,000
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横沢遺跡

中野山館

二色根館

二色根古墳群

調査範囲

第 100 図　二色根字根小屋立会調査地

13　二色根字根小屋

（１）調 査 日　令和元年 9 月 5 日

（２）調査場所　南陽市二色根字根小屋

（３）調査原因    市道整備（94 条）

（４）調査方法及び内容　

　対象地は二色根館跡の根小屋である。側溝工事の際に立会い調査を行い遺跡の有無を確認

する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は検出されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

二色根字根小屋全景（東より）

二色根字根小屋全景（南より）

二色根字根小屋底面

Ⅳ　立会調査

0 200 ｍ

S=1：10,000
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中ノ目下遺跡

鵜ノ木館

内城館

熊の前館

水上遺跡

東畑A遺跡

長岡南森遺跡

長岡山東遺跡

調査範囲

第 101 図　爼柳字中丸・中ノ目下立会調査地

第 102 図　爼柳字中丸・中ノ目下立会調査柱状図

14　爼柳字中丸・中ノ目下

（１）調 査 日　令和元年 9 月 5 日

（２）調査場所　南陽市爼柳字中丸、中ノ目下

（３）調査原因    下水道工事（94 条）

（４）調査方法及び内容　

　対象地は中ノ目下遺跡の範囲内で市道長岡南森線である。土工事の際に立会調査を行い、

遺跡の状況を確認する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は検出されなかった。

爼柳字中丸・中ノ目下全景（東より）

爼柳字中丸・中ノ目下工事状況（南より）

TT1
１. 暗褐色粘土	 	
２. 暗褐色粘土	
３. 灰色粘質砂層	
４. 黒色粘土	

.

TT1

v v
盛土

1

2

3

4

分布調査報告書
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島貫遺跡

井戸尻遺跡

梅ノ木遺跡

中落合遺跡

中落合館

東ノ北遺跡

町河原遺跡

上河原遺跡
萩生田遺跡

樋ノ口遺跡

西田遺跡

高木遺跡

沢田遺跡 前畑遺跡

沢見遺跡

調査範囲

第 103 図　萩生田遺跡立会調査地

第 104 図　萩生田遺跡立会調査柱状図

15　萩生田遺跡

（１）調 査 日　令和元年８月 2 日～ 10 月 10 日

（２）調査場所　南陽市萩生田字白山 1092-1 他

（３）調査原因    民間開発（93 条）

（４）調査方法及び内容　

　対象地は萩生田遺跡及びその隣地である。工事予定地は補装・盛土されていることから、

事前の試掘ができないため土工事の際に立会調査を行い、遺跡の状況を把握する。

（５）結　　果

　遺構は、敷地内道路の拡幅部で溝跡、土坑、ピットを検出した。遺物は古墳時代前期の

高坏、古代の土師器、須恵器が出土した。

（６）考　　察

　倉庫床工事、道路拡幅工事、防火水槽の３ヶ所を工事する際に状況を確認した。

①倉庫床工事（８月 29 日、30 日、9 月 30 日）

　遺構・遺物は確認できなかった。

②道路拡幅工事・駐車場工事（8 月 29 日、9 月 10 日）

　道路拡幅部では、溝跡３条（ＳＤ１～３)、ピット７個（ＳＰ１～ 7）、土坑２個（ＳＫ１、２）

を検出したが削平が著しい。溝跡の周囲に土器が散布している。遺物は、主に古代の須恵

器（坏、甕）、土師器で古墳時代の高坏等が混入。道路南のロータリー部では深さ約３cm

の溝（ＳＤ１）が確認された。　　

③防火水槽工事（10 月 10 日）

　遺構・遺物は確認できなかった。

④倉庫西側の擁壁工事（9 月 11 日～ 17 日）

　遺構・遺物は確認できなかった。

TT1
１. やや明るい暗灰色粘土
２. 暗灰色粘土	
	
TT2
１. やや明るい暗灰色粘土

TT3	 .
１. やや明るい暗灰色粘土
２.. 暗灰色粘土	

TT4
１. 暗灰砂混じり粘土	
２. 黄褐色粘土	
３. 黄褐色粘土

TT5
１. 暗褐色砂質粘土
２. 暗褐色粘土
３. 黄褐色粘土
４. 黒褐色粘土
５. 明緑灰色粘土
６. 明緑灰色粘土（明るい）
７. 緑灰色粘質砂土
８. 明緑灰色粘土
９. 緑灰色砂質粘土
10.やや褐色明緑灰色粘土.

v v

盛土

v v

旧建物

基礎

v v
表土

v v

1 1
1 1

2

2

3

v v
盛土
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第 105 図　萩生田遺跡試掘トレンチ遺構平面図

A

B

D

EC
F TT1

1 表土（盛土）

2 やや暗い褐色砂質粘土

3 暗褐色砂質粘土（褐色土混入）

4 暗褐色砂質粘土（褐色土混入。一部黒色砂質粘土混入）

5 褐色砂質粘土

6 少し明るい暗褐色砂質粘土（褐色土混入）

7 褐色砂質粘土（暗褐色土混入。炭化物混入）

8 やや明るい褐色砂質粘土

9 暗褐色砂質粘土（粘性弱い）

10 褐色砂質粘土（暗褐色土混入。粘性弱い）

11 褐色砂混じり粘土（暗褐色土少し混入）

12 褐色砂質粘土（砂少ない。粘性弱い）

13 黄褐色砂質粘土（暗褐色土混入）

14 暗褐色砂質粘土（礫混入）

15 暗褐色砂質粘土

調査範囲

第 106 図　萩生田遺跡試掘トレンチ設定図

SP1

SP2SK1

SD1

SP3
SP4

SP5
SP6

SK2

SP7

SD2 SD3

SD3

1

2 3 4
5

6

7

GL

SD2 SD3

8
9

10 11

12

13

14

15

SD1

0 2 ｍ

S=1：100

焼土

萩生田遺跡全景（東より）

萩生田遺跡調査状況（東より）

萩生田遺跡調査状況（北より） 萩生田遺跡土層断面（東より）

萩生田遺跡遺構確認（南より）

分布調査報告書

0 20m

S=1：1000
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調査範囲 0 200 ｍ

S=1：10,000
第 107 図　赤湯字川尻立会調査地

第 108 図　赤湯字川尻立会調査柱状図

16　赤湯字川尻

（１）調 査 日　令和元年 11 月 5 日～ 12 日

（２）調査場所　南陽市赤湯字川尻

（３）調査原因    下水道整備

（４）調査方法及び内容　

　対象地は遺跡分布調査の未実施地であることから、土工事の際に立会調査を行い遺跡の有

無を確認する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は確認できなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる

赤湯字川尻調査状況（北より）

赤湯字川尻調査状況（北より）

赤湯字川尻調査状況（東より）

TT1
１. 暗暗灰色粘土
２. 黒色粘土
	

TT1

v v
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Ⅳ　立会調査
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唐越遺跡

諏訪前遺跡

稲荷遺跡

調査範囲

第 109 図　三間通字稲荷立会調査地

第 110 図　三間通字稲荷立会調査柱状図
TT1

17　三間通字稲荷

（１）調 査 日　令和元年 12 月２日

（２）調査場所　南陽市三間通字稲荷

（３）調査原因    市道整備、下水道整備

（４）調査方法及び内容　

　対象地は部分的に遺跡分布調査の未実施地が含まれることから、下水道整備の際に立会い

を行い遺跡の有無を確認する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は検出されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

三間通字稲荷調査状況（北より）

三間通字稲荷調査状況（東より）

三間通字稲荷調査状況（南より）

TT1
１. 明るい暗褐色粘土
２. 暗褐色粘土	
３. 暗褐色粘土	
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中ノ目下遺跡

鵜ノ木館

内城館

南屋敷館

大屋敷遺跡
調査範囲

第 111 図　中ノ目字北ノ前田立会調査地

第 112 図　中ノ目字北ノ前田立会調査柱状図

18　中ノ目字北ノ前田

（１）調 査 日　令和元年 12 月２日

（２）調査場所　南陽市中ノ目字北ノ前田

（３）調査原因    市道整備

（４）調査方法及び内容　

　対象地は遺跡分布調査の未実施地であることから、道路側溝工事の際に立会調査を行い遺

跡の有無を確認する。

（５）結　　果

　遺構は旧水田の区画と思われる溝跡を検出した。遺物は出土しなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

中ノ目字北ノ前田調査状況（北より）

中ノ目字北ノ前田調査状況（南東より）

中ノ目字北ノ前田土層断面（東より）

TT1
１. 灰褐色粘土、明褐色粘土
２. 暗灰色粘土
３. 黒色粘土
４. 青灰色シルト質砂土

TT1
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Ⅳ　立会調査
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亀屋敷遺跡

大橋古館
野添館跡

19　大橋字地蔵浦東

（１）調 査 日　令和元年 12 月５日

（２）調査場所　南陽市大橋字地蔵浦東 2484-2

（３）調査原因    公共施設整備

（４）調査方法及び内容　

　対象地は遺跡分布調査の未実施地であることから、防火水槽工事の土工事の際に立会調査

を行い、遺跡の有無を確認する。

（５）結　　果

　遺構・遺物は検出されなかった。

（６）考　　察

　調査地内には遺跡は無いと考えられる。

調査範囲

第 113 図　大橋字地蔵浦東立会調査地

第 114 図　大橋字地蔵浦東立会調査柱状図

大橋字地蔵浦東全景（北より）

大橋字地蔵浦東全景（北より）

TT1
１. 褐色粘土
２. 暗灰色粘土
３. 灰褐色粘土
４. 黒色粘土
５. 暗灰色粘土　暗い
６. 暗灰色粘土　やや暗い
	

v v
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分布調査報告書
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Ⅴ　測量調査

Ⅴ　測量調査

四面神社 石畳

灯篭

灯篭

祠

祠

祠祠
灯篭

石柱

灯篭

灯篭

旗立て

旗立て

石柱

砂利

切
石

鳥
居

素掘

（１）調査期間　令和元年 11 月 6 日～令和２年 1 月 31 日

（２）調査場所　南陽市萩生田地内（皇大神社）

（３）調査目的　遺跡台帳整備の基本となる測量図の作成

（４）受託業者　明光技研株式会社

（５）調査経過　

・古墳上に皇大神社（通称：四面神社）があるため宮司の橘氏（池黒、羽黒神社）に測量許

可を頂く。

・萩生田地区の氏子総代である菊地氏に連絡する。その際、現在の墳丘は明治末期に盛土し

て整備しているとの話を伺う。

・業者と詳細協議のうえ現地測量を実施する。

（６）調査結果

　馬の墓古墳は、隣接する大塚遺跡の古墳群とひとつと考えられ、一辺約 21 ｍの方墳とみ

られる。明治８年字限図でも社地として方形の地割であることが確認され、形状自体は明治

末期の整備でも変わっていないと思われる。墳頂では古代の須恵器片が表採されており、明

治末期の盛土に混入したものとも考えられる。

第 115 図　馬の墓古墳測量図

0 5 ｍ

S=1：250

１　馬の墓古墳測量調査
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２　中川地区の城館跡（岩部山館跡）等測量調査

分布調査報告書

１　調査概要と目的
（１）調査期間　令和元年 10 月 11 日～令和２年３月 31 日
（２）調査場所　南陽市小岩沢、川樋、元中山地内
（３）調査目的　
　対象地は、南陽市北東に位置する川樋地区で標高 506 ｍの岩部山とその周辺地である。岩
部山は山全体が館跡として遺跡登録されている。山頂には館の中心となる主郭が置かれており、
複雑で巧妙な縄張りが知られている。これまで、城郭遺構の正確な位置を把握するための地図
がないこと、また大規模な城郭であるためその全容が把握できていないことが課題となってい
た。また、周辺が標高の高い山々であるため踏査が困難で、未確認の城郭遺構の調査も問題と
なっていた。これらのことから遺跡台帳を整備し、今後の調査や遺跡保護に資するために赤色
立体地図等の作成を行うこととした。
２　調査方法
　調査地の現況は山林であることから、落葉後に航空レーザー測量及び現地での補助測量を実
施した。赤色立体地図を元に館跡の略図を作成した。なお、略図は読み取った地形の概略図で
ありいわゆる縄張図のレベルには達していない。
３　測量方法と経過
　測量計画は、GNSS 衛星配置等を考慮し、計測諸元、飛行コース、GNSS 基準局の設置場所
及び GNSS 観測について作成し、１ｍ×１ｍに４点の計測データを取得するものとした。測量
機材は、必要に応じ「公共測量作業規定の準則」に定める検定を第三者機関より受けたものを
使用した。
　３次元航空レーザー測量は航空レーザー計測システム及び GNSS/IMU 装置を搭載した固定
翼機を用いて実施した。航空レーザー測量データ（GNSS 基準局の GNSS 観測データ、航空機
上の GNSS 及び IMU 観測データ、レーザー測距データ）を統合解析し、地表のレーザー照射
位置の三次元座標を求めた。調整用基準点を設定し、三次元計測データを補正した。補正後の
オリジナルデータから、建物や植生等の地物を除去したグランドデータを作成、これを基に等
高線データ、赤色立体地図となる地形表現図を作成した。

第 116 図　計測飛行範囲図注）実際のデータ範囲は計測飛行範囲より広い

0 1000 ｍ

S=1：50,000
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Ⅴ　測量調査

４　成果
（１）岩部山館跡（月見ケ城）
　岩部山館（別名：月見ケ城）は標高 506 ｍ、比高約 250 ｍの岩部山山頂に主郭を置く山城
である。岩部山の南は川樋・小岩沢、北は元中山で、元中山は元々は屋代郷に属する山形県中
山村で、上山市中山は北条郷に属する置賜県（掛入）中山村であった。中世の中山城を考える
上で岩部山館が「やしろ中山」に所在することは注意を要する。
　今次調査で東郭の位置と形状が具体的に把握された。岩部山西半の尾根は概ね平坦な自然地
形で所々に水溜め状の窪地が造られており馬に関連する地名が伝わっている。岩部山西端の日
影街道切通しでは、峠の北側にかけて街道の左右斜面に曲輪群が配されており、峠の西斜面か
らその尾根が鷹戸山館の東虎口になる。山の北斜面には鉱山に関係するとみられる魚鱗状の崩
壊地形が見られる。

東郭

主郭

諏訪原
北郭

（道庵屋敷）

日影

日影街道切通し

川樋

通称「馬つなぎ場」

通称「馬場」

小岩沢

代

第 117 図　岩部山館全体図

第 118 図　岩部山館主郭略図

0 300 ｍ

S=1：15,000

0 100 ｍ

S=1：3,000
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（２）虚空蔵山館跡（星見ケ城）
　虚空蔵山館（別名：星見ケ城）は、標高 450 ｍの山頂に主郭を置く山城である。現地踏査
及び赤色立体地図により館跡の略図を作成した。データ取得範囲の南端に位置しているため、
データの無い南東角の根小屋付近は図化していない。主郭には土塁が残り、背後に７重の堀切
を有する。

字根小屋

前沢鉱山跡稲葉山の鉱山跡 近代の
木材搬出路

0 100 ｍ

S=1：3,000

0 100 ｍ

S=1：3,500

第 119 図　岩部山館東郭略図

第 120 図　虚空蔵山館略図
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Ⅴ　測量調査

（３）鷹戸山館跡、鷹戸山東館跡
　鷹戸山館跡は新規発見の山城である。鷹戸山は市内に９つ存在する 600 ｍ級の山の一つで
ある。山頂は川樋、元中山、金山の境となっている。大平山地南部では最も高い峯で川樋、中
山方面だけでなく釜

か ま の は た

渡戸や金山方面まで見渡せる。標高 617.9 ｍ、県内の城館址では最大と
なる比高 330 ｍの山頂に主郭を置き、四方の枝尾根の尾根道に堀切等を配する。鷹戸山館の
北東の枝尾根には、鷹戸山東館跡が立地する。東端は日影街道切通しである。岩部山館ととも
に街道を挟むように位置する。鷹戸山北西の地名は釜渡戸字（東・南・西）立山で、館山の転
化と思われる。
　鷹戸山東館も新規発見の山城である。鷹戸山から北東に延びる枝尾根に立地し、主郭は標高
525ｍに位置する。鷹戸山館に関連する曲輪等が尾根道沿いに主郭のすぐ背後まで伸びており、
鷹戸山館の東郭に相当するような位置にある。主郭西側に二重堀切を配する。

日影館（山城部）

鷹戸山東館

日影街道切通し

南虎口

字下七曲

主郭

字東立山

300 ｍ

S=1：8000

0

第 121 図　鷹戸山・鷹戸山東館位置図
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（４）日影館跡（山城）、日影小館跡
　　周知の日影館跡の背後に山城があることが新たに判明した。山城の主郭は標高約 405 ｍ
に位置する。主郭北側に横堀を配し側面を守る。主郭背後は二重堀切となっており堀は谷底ま
で続く。また、日影館跡の北側に小規模な館跡（日影小館）を新たに確認した。

日影小館跡

日影館跡（山城部） 日影館跡

第 122 図　鷹戸山館主郭略図 第 123 図　鷹戸山東館主郭略図

第 124 図　日影館・日影小館略図
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（５）北日影館跡
　日影小館跡の北側に位置する新規発見の館跡で所在地は南陽市元中山字日影である。永雲寺
の西にあたり、日影街道の北方に位置する。城館跡の立地する尾根は東半で二股に分かれその
北尾根と南尾根の両方に城館遺構が残る。主郭は北尾根側とみられ標高約 355 ｍに位置する。
最高所は標高約 390 ｍとなる。館跡東側は永雲寺のある丘に挟まれた谷になっており、谷の
北端に堀切を設け区画している。

（６）日影地区の城館群について
　日影地区の北西の山々では、鷹戸山館、鷹戸山東館、日影館、日影小館、北館と５つの館の
存在が確認された。各館の存在時期や同時性は不明であるが、最上領との国境にあって日影街
道を意識した城館跡と思われる。

永雲寺

岩部山館

北の沢館

日影館

日影小館

北日影館

鷹戸山館

鷹戸山東館

虚空蔵山館

日影街道

第 125 図　北日影館略図

第 126 図　岩部山館跡周辺遺跡配置図
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第二次長岡南森遺跡確認調査（概報）





　本報告は、文化庁の補助を受けて平成 31（令和元）年度に南陽市教育委員会が実施した

長岡南森遺跡確認調査に関する調査報告である。

　調査は、南陽市教育委員会が実施した。

　出土遺物、調査記録類は報告書作成後、南陽市教育委員会が保管する。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　例

　調 査 主 体　　南陽市教育委員会社会教育課埋蔵文化財係

　調 査 期 間　　平成 31 年５月７日から令和７年 3 月 30 日　　　

　発掘調査担当者　　社 会 教 育 課 長　　板垣幸広

　　　　　　　　　　調 査 主 任　　角田朋行（課長補佐兼埋蔵文化財係長）

　　　　　　　　　　埋蔵文化財係主任　　髙橋　徹　

　　　　　　　　　　埋蔵文化財係嘱託　　斉藤紘輝　

　整理作業担当者　　埋蔵文化財係嘱託　　吉田江美子

　　　　　　　　　　埋蔵文化財係嘱託　　山田　渚

１　長岡南森遺跡確認調査委員会の構成は以下の通りである。

　　　菊地　芳朗（福島大学行政政策学類教授）

　　　北野　博司（東北芸術工科大学歴史遺産学科教授）

　　　青木　敬　  （國學院大學文学部史学科准教授）

　　　佐藤　鎭雄（南陽市文化財保護審議会委員）

　　　佐藤　庄一（山形県考古学会会長）　　　　　　（順不同、敬称略）

２　本報告書の執筆についてⅠ～Ⅲ第 7 節・Ⅳ・Ⅴは角田朋行、Ⅲ第 8 節は吉田江美子が  

　　担当した。遺物写真撮影は山田渚、報告書デジタル編集・構成作業は吉田江美子・山田

　　渚が担当した。

３　挿図の縮尺はスケールで示した。

４　本書で使用した遺構の分類記号は下記の通りである。

　　　ＳＡ・・・柵列　　　ＳＢ・・・掘立柱建物跡

　　　ＳＫ・・・土坑　　　ＳＰ・・・ピット

５　写真図版は任意の縮尺で採録した。



６　小字名は、近年における字名の統廃合等で変化している場合、地名記録の観点から現小

　　字名を小字名を記載し、明治期の地籍図による括弧書きで記載した。

７　調査にあたっては、土地所有者の皆様をはじめ、次の方々によるご指導、ご協力をいた

　　だいた。記して感謝申し上げる。（五十音順・敬称略）

　　　山形県教育委員会、南陽市シルバー人材センター、青木敬、青山博樹、阿子島功、

　　　阿部明彦、植松暁彦、菊地芳朗、北野博司、佐藤鎭雄、佐藤庄一、秦昭繁、門叶冬樹、

　　　柳沼賢治、吉野一郎

８　遺跡の基準点設置は、明光技研株式会社に委託した。

９　放射性炭素年代測定は、山形大学高感度加速器質量分析センターに委託した。

第二次長岡南森南森遺跡確認調査
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Ⅰ　調査の経緯と目的
第１節　調査に至る経緯
　長岡南森遺跡は、南森と呼ばれる独立丘陵地を中心とする遺跡である。昭和 53 年に稲荷森
古墳調査団が確認し、平成５年度に南陽市教育委員会で南森丘陵の形状が前方後円墳に似てい
ることから継続的に踏査を続けてきた。
　近年周辺の土地開発が進み、南森丘陵に開発が及ぶ恐れがあることから、平成 28 年度に市
教育委員会は遺跡の現状把握と今後の調査及び遺跡保護の基礎資料を得ることを目的に測量調
査を実施した。
　その結果、南森丘陵自体が古墳である可能性があり、遺跡の性格を把握するために調査検討
が必要であると判断した。
　調査は、平成 30 年度に第１次調査を実施した。２年目となる平成 31（令和元）年度は、
長岡南森遺跡確認調査委員会を新たに立ち上げ、その指導を受けて第２次調査にあたった。

第２節　調査期間と目的　
　今年度のトレンチ調査の総面積は 398.46㎡となる。

（１）調査期間
　第２次長岡南森遺跡確認調査
　発掘調査期間
　令和元年（2019 年）5 月 7 日～令和元年（2019 年）７月 30 日

（２）第２次確認調査の調査地
　山形県南陽市長岡字南森 1650-1、1661、1676、1679、1695、1698、1704、1705、　
1706、1750

（３）第２次確認調査の目的
　長岡南森遺跡の性格把握及び南森丘陵の地形とその成因の把握を目的とする。特に南森丘陵
が古墳かどうかの確認については重要事項と位置づけた。調査にあたって下記の目標を設定し
た。
・丘陵の現況地形及び成因を把握（切土・盛土等の有無の確認）すること。
・丘陵北半部東斜面の改変前の形状の把握と西斜面との比較を行うこと。
・墳端やくびれ部に相当する地形の有無を確認すること。
・周溝に相当する地形の有無を確認すること（低地状遺構が溝跡かどうか）。
・古墳に伴う遺物や外表施設等の有無を確認すること。
・次年度調査計画立案のための基礎データの収集及び課題の把握を行うこと。

第３節　調査方法
（１）グリッドの設定
　南森丘陵の測量図を基本にグリッドを設定した。南森丘陵は前方部と推定した北半部と後円
部と推定した楕円形状の南半部から成る。グリッドは 10m × 10m で丘陵南北軸を基線とし、
南森丘陵の東西方向をアルファベット大文字で東からＡ～Ｒに、南森丘陵の南北方向を数字で
北から１～ 22 とした。現地で設営した基準杭は、グリッドの西北角に配置し、６ケ所の基準
杭（Ａ～Ｆ）を設置した。座標値は表２のとおりである。

Ⅰ　調査の経緯と目的
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（２）調査地点の設定
　長岡南森遺跡確認調査委員会（菊地芳朗委員長）
の指導を踏まえて調査地点を検討し、地権者の発
掘承認が得られた範囲内にトレンチを設定した。
　M10-O11 ＧにＴ１（以下グリッドを「Ｇ］、
トレンチを「Ｔ」と表記する）、P10-Q10 ＧにＴ
１ａ、R10-S10 ＧにＴ 1b、G10-L10 ＧにＴ３の

杭 X Y H
A -217662.008 -59334.244 217.106
B -217652.008 -59274.244 219.639
C -217642.008 -59294.244 220.254
D -217622.008 -59314.244 216.293
E -217622.008 -59284.244 219.175
F -217602.008 -59284.244 291.974

計４地点を設定した。M10 ＧにＴ 1-M10 ｓ、Ｔ 1-M10 ｎの２地点を追加した。Ｊ 11 Ｇに
Ｔ３ａの１地点を追加し、最終的に第 3 Ｔと接続させたＴ１は、昨年実施した範囲について、
平地から山裾の範囲では東壁を東へ 2.8m、西壁を西へ 4.2m 拡張し、南壁は部分的に南へ 2m
拡張した。さらに北西の幅 1.8m トレンチを延長する形で西へ 7.3m 拡張した。斜面から尾根
の範囲では、幅 1.5m のトレンチを延長する形で東へ 7.4m 拡張した。

（３）発掘調査
　Ｔ１は、昨年の調査範囲内の埋土を除去した後、手掘で拡張を行った。Ｔ３は、調査区画に
沿って人力でサブトレンチを掘り、土層の確認と調査区画を明確にした後、表土剥離を重機で
行い、表土除去後に手掘で掘遺構検出を行った。また残るトレンチは手掘で遺構検出を行った。
　遺構、断面図作成は１/20 の縮尺を基本とした。形状のわかる遺物や遺構内の遺物は出土状
況を図化したうえで取り上げた。撹乱層の遺物及び細片の遺物は、1 ｍメッシュの細分割グリッ
ドを用いて取り上げた。
　第２次調査となる発掘は、地権者の承諾を得た上で５月 7 日～７月 30 日の期間で実施した。
詳細は以下の通りである。
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第 127 図　長岡南森遺跡グリッド配置（１）
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表２　グリッド数値

第二次長岡南森南森遺跡確認調査

Ｔ 1 細分割グリッド

Ｔ３細分割グリッド
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トレンチ設定、支障木伐採。

Ｔ３の検土杖による表土層の状況確認。

資材搬入、草刈、テント設営、支障木伐採、Ｔ３のサブトレンチ掘り下げ。

Ｔ１東端延長部の表土剥離。

Ｔ１の昨年度調査区の再掘削開始、Ｔ１東延長部掘り下げ、Ｔ３表土剥離、出土

遺物記録。

Ｔ１・Ｔ３壁の整理、Ｔ３出土遺物記録。

Ｔ３のサブトレンチ掘り下げ、遺物取り上げ。斜面途中に段状状の地形。古代の

遺物が集中するグリッドあり。

排水作業。Ｔ３掘り下げ、サブトレンチで段状二段目に相当する段を検出、古墳

時代の遺物多い。段の面整理。段より下方の斜面掘り下げ。出土遺物記録。

Ｔ３の段の面整理、サブトレンチ内出土遺物記録。L10、K10 Ｇ面整理。G10、

H10 Ｇ掘り下げ。LＧで柵列状の溝跡・円状の溝跡検出。

Ｔ３J10、K10 Ｇの出土遺物記録、取り上げ。G10、H10 、I10 Ｇ掘り下げ。

Ｔ３Ｇ 10、H10 Ｇの面整理、I10 Ｇ掘り下げ。佐藤鎭雄氏現地指導。

Ｔ３H10 Ｇ遺物取り上げ、面整理、遺構検出状況写真撮影。I10 Ｇ掘り下げ、

H10Ｇ柱穴半裁、断面図記録、J10 Ｇ面整理。

Ｔ３I10-J10 Ｇ掘り下げ。J10 Ｇ面整理、サブトレンチ内の出土遺物記録。H10 

Ｇ断面図記録。J10 Ｇ出土遺物取り上げ。J ～ KＧ出土遺物記録。J Ｇの段状造

成に係る切土は肩部を土手状に残し内部に盛土。

Ｔ３Ｇ・HＧ完堀写真撮影。I10 Ｇ面整理・遺構検出作業、出土遺物記録・取り上げ、

K10 Ｇ遺構検出作業、尾根頂の円形溝跡の精査。

Ｔ３I10、J10 Ｇ掘り下げ。L10 ＧＳＤ１検出状況記録。ＳＤ１内の柱穴列図化

作業。

Ｔ３I10、J10 Ｇ掘り下げ、ＳＤ１記録、Ｔ１斜面部分の掘り下げ、午後雨天の

ため中止。

Ｔ３壁面図化作業。J・I Ｇ出土遺物記録、取り上げ。K10 Ｇ尾根肩部サブトレン

チ掘り下げ。Ｔ１の昨年度調査区掘り下げ。

Ｔ１西側拡張部、昨年度調査区掘り下げ。Ｔ３壁面図化作業、段状二段目に相当

する段の盛土上面の中世遺構検出作業。佐藤庄一氏、佐藤鎭雄氏現地指導。

Ｔ１昨年度の調査区掘り下げ。Ｔ３J ・ K Ｇの段の盛土上面の遺構検出状況記録。

K、J、I Ｇ平面図作成。午後雨天のため中止。

長岡南森確認調査委員会視察 ・ 現地指導。Ｔ３尾根頂の円形の溝跡掘り下げ、

覆土にビニール等現代の廃棄物を含にでいること、ＳＡ１を切っていること

から、新しい溝跡と判明。

Ｔ３I10 Ｇ掘り下げ。段状二段目に相当する段の北サブトレンチ完掘、尾根の肩

５ 月 7 日（火）

５ 月 8 日（水）

５ 月 9 日（木）

５月 10 日（金）

５月 13 日（月）

５月 14 日（火）

５月 15 日（水）

５月 16 日（木）

５月 17 日（金）

５月 20 日（月）

５月 22 日（水）

５月 23 日（木）

５月 24 日（金）

５月 27 日（月）

５月 28 日（火）

５月 29 日（水）

５月 30 日（木）

５月 31 日（金）

６ 月 ３ 日（月）

６ 月 ４ 日（火）

第二次長岡南森南森遺跡確認調査
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６ 月 ５ 日（水）

６ 月 ６ 日（木）

６ 月 ７ 日（金）

６月 10 日（月）

６月 11 日（火）

６月 12 日（水）

６月 13 日（木）

６月 14 日（金）

６月 17 日（月）

６月 18 日（火）

６月 19 日（水）

６月 20 日（木）

６月 21 日（金）

６月 25 日（火）

６月 26 日（水）

６月 27 日（木）

６月 28 日（金）

６月 29 日（土）

７ 月 １ 日（月）

部までサブトレンチを延長。盛土内に遺物包含層あり。L10 Ｇ遺構等記録。段の

南サブトレンチ設定し掘り下げ。尾根の肩部に一部盛土の可能性あり。

Ｔ３I10 Ｇ溝跡の底付近掘り下げ。尾根頂の円形の溝跡の完堀・記録、ベルト除

去の際に平行電線出土。午後、雷発生のため中止。

Ｔ３I10 Ｇ溝跡の底付近掘り下げ。斜面の精査。壁面図化作業。出土物記録。

Ｔ３斜面の精査。壁面図化作業。出土遺物記録。午後雨天のため中止。

Ｔ１西側拡張部掘り下げ。Ｔ３壁面図化作業。段状二段目に相当する段の北サブ

トレンチ内の出土土器記録。斜面部完堀。

Ｔ１西側拡張部掘り下げ。Ｔ３壁面図化作業。

Ｔ１西側拡張部掘り下げ、東側拡張部支障木除去。Ｔ３完堀、全景写真撮影。

Ｔ１東側拡張部掘り下げ、昨年度調査区の南壁断面記録。Ｔ３I Ｇに地山と洪水

堆積層の確認のためサブトレンチ設定し、掘り下げ。阿部明彦氏視察。

Ｔ１東側拡張部掘り下げ、面整理。南側拡張部掘り下げ。

Ｔ１南側拡張部掘り下げ。南西角の丘側で削る際の土の感触や柔らかさが所々違

うことに作業員が気づき作業手順の指示を求めた。土色に殆ど差が無いが土質の

異なる土が面的に斑ら状に存在することを確認。盛土か。Ｔ３等高線図作成。

Ｔ３等高線図作成。Ｔ１ａ掘り下げ。Ｔ１南側拡張部壁切り。くびれ部状の地形

を検出。菊地芳朗氏、福島大学学生視察。

雨天のため現場休み。昨夜の地震による被害の有無・影響を確認。

Ｔ１昨年度の調査区の掘り下げ、西壁・南壁断面図作成、東側延長部のサブトレ

ンチ掘り下げ。Ｔ１ａの掘り下げ。Ｔ３ａの掘り下げ、段状二段目に相当する段

を検出、地山削り出しの上部に遺物包含層と盛土を確認。

Ｔ１西・南壁断面記録。Ｔ１ａ壁断面記録、面整理。Ｔ 1ｂ掘り下げ。Ｔ３ａ掘

り下げ、出土遺物記録。

排水作業。Ｔ 1ｂのサブトレンチ掘り下げ。Ｔ３ａ掘り下げ、壁断面図作成。Ｔ

１等高線図作成。Ｔ１西側拡張部北半掘り下げ。Ｔ１東側拡張部の平面図作成。

排水作業。Ｔ１西側拡張部北半掘り下げ、出土遺物記録。Ｔ１ａ壁断面記録。Ｔ

３ａ壁断面記録。午後、阿子島功氏による盛土に関する現地指導。

Ｔ１掘り下げ。Ｔ３ａ記録。北野博司氏・佐藤庄一氏現地指導。午後雨天により

中止。

排水作業。Ｔ１壁断面記録。Ｔ１ａ、１ｂ完堀写真撮影。周辺美化作業。

現地説明会開催。阿子島功氏現地指導による IG の溝跡と１段目の段等の検

証。

排水作業。Ｔ１西壁断面記録、南西角のサブトレンチ掘り下げ。Ｔ３ａ平面

図作成。Ｔ３I Ｇの洪水堆積層・地山等確認のためサブトレンチを深掘り、洪水

堆積層下に黒色粘土層あり。

Ⅰ　調査の経緯と目的
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７ 月 ３ 日（水）

７ 月 ５ 日（金）

７ 月 ８ 日（月）

７ 月 ９ 日（火）

７月 10 日（水）

７月 11 日（木）

７月 16 日（火）

７月 17 日（水）

７月 30 日（火）

Ｔ１南壁断面記録。Ｔ３I Ｇの地山等確認のためのサブトレンチ掘り下げ。Ｔ

1-M10s、Ｔ 1-M10n 設定し、掘り下げ、ＳＫ１の範囲確定。

排水作業。Ｔ１等高線図作成、平面図作成、壁断面図作成。Ｔ1-M10s 出土遺物記録。

Ｔ 1-M10s、Ｔ 1-M10n 壁断面図作成、完堀写真撮影。Ｔ３I Ｇの地山等確認のた

めのサブトレンチ壁断面図作成。秦昭繁氏視察。阿子島功氏現地指導による Iグリッ

ドの溝跡と１段目の段状・洪水堆積層とその下層の土層等について検証。

Ｔ１東側拡張部の壁断面記録。Ｔ３壁面から年代測定用の炭化物を採取。Ｔ

1-M10s、Ｔ 1-M10n の埋め戻し。

Ｔ１写真撮影。Ｔ３の段状二段目に相当する段に設けたサブトレンチ内側の壁断面

記録。Ｔ３とＴ３ａを連結し掘り下げ、出土遺物記録。Ｔ１斜面部の埋め戻し。

Ｔ１西壁断面図作成。Ｔ３の段の南サブトレンチ北壁記録。Ｔ３、３aの接続部記録。

これまで作成した図面のチェックと追加記録。

Ｔ３ａＳＸ１断面図記録、炭化物採取。現場道具撤収、テント撤収。

Ｔ３、３aＴの埋め戻し。

Ｔ１の埋め戻し、西北角の支障物除去、Ｔ１西北角に延長（Ｔ 1とＴ１ａ間）掘り

下げ、記録。溝跡西側の立ち上りを確認。

Ｔ1とＴ１ａ間の断面図補足のため17日のトレンチを西へ拡張、記録後に埋め戻し。

第二次長岡南森南森遺跡確認調査
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Ⅰ　調査の経緯と目的

第１節　地理的環境　

　南陽市は、山形県南部の米沢盆地北東部にあたり、北緯 38°１’11” ～ 38°13’25”、東経

140°14’11” ～ 140°14’17” に位置する。市域の南北の長さは約 22.6km、東西は約 14.8㎞で、

面積は約 160.70k㎡である。

　市域北部には、山地が広がり最北端に白鷹山がそびえる。市域南部は、宮内扇状地である。

宮内扇状地の東には低湿地帯である大谷地が広がる。市内北部の吉野地区から東に吉野川が南

流し高畠町との市境で最上川と合流する。

　長岡南森遺跡の所在地は南陽市長岡字南森、字南森西、字清水尻、字西田中南、字西田、爼

柳字六百刈である。南森丘陵の主要地番は長岡字南森 1650 番地の１である。

　長岡南森遺跡はＪＲ赤湯駅から南東約 1.2km に、また国指定史跡稲荷森古墳の南東約 130

ｍの場所に位置する。遺跡の東には国道 399 号線が通り、その間には長岡地区の集落が存在

する。南森丘陵は旧河道と大谷地に挟まれた独立丘陵群の最南端にあたる。

　近年南森丘陵の西南側は宅地化が進み、北側は主に果樹園や畑地として利用されていたが、

近年は休耕地が増えている。丘陵の南側には、矢止八幡宮、神明神社、近世墓地がある。　　

第２節　周辺の歴史的環境
　

Ⅱ　遺跡の位置と環境

　長岡南森遺跡周辺は長い歴史の中で人々に豊かな自然の恵みを与えた白竜湖大谷地に囲まれ

た洪積世の台地の一部であり、これらの地域ではその生活の様子がうかがえる遺跡が数多く、

また旧石器～縄文～古墳～古代～中世と長期にわたる遺構や S 遺物が確認されている。

　縄文時代の遺跡は大谷地周辺に多く分布し、中でも長岡南森遺跡から東側 1.5㎞先では、低

湿地の集落遺跡である押出遺跡が確認された。

　弥生時代の代表的な遺跡としては、弥生中期の墓跡である百刈田遺跡や、石包丁が出土した

萩生田遺跡がある。

　古墳時代の遺跡として、全長 96 ｍの前方後円墳である稲荷森古墳や長岡山遺跡の方形周溝

墓群が確認されている。

　古代の遺跡では、南森丘陵の北西約 600m に位置する矢ノ目館跡からは道路跡が、長岡山

遺跡からは円面硯や墨書土器など官衙等の存在をうかがわせる遺物も出土している。

　中世の遺跡では、長岡山丘陵上に湯野目氏が居住したと伝わる長岡館跡があり、南森丘陵上

にも南森館跡があったと推測される。南森丘陵の南側では旧河道を挟んで内城館跡が立地し、

さらに南には鵜ノ木館跡がある。　　
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第１節　現況地形の把握

　第 1・２次調査の対象となる丘陵北半部は幅約 62 ｍ、長さ約 75 ｍの北辺が長い台形に近い。

尾根頂は平坦である。西側の斜面では、標高 218 ｍ付近に帯状に幅 4.5 ～ 5.5 ｍの段状の地

形が残る。第１次調査で検出された段状地形一段目は埋没しており地上からは見えない。

　東側の斜面は旧葡萄園の緩傾斜地である。現状では斜面に段は全く見られないが、地権者か

ら昭和 30 年代には段状の斜面でスキー遊びをしたが、40 年代には重機でならし、その際伐

採した木々を段の斜面に横倒しに入れた、などの丘陵東側の改変について伺うことができた。

第２節　トレンチの設定について

　長岡南森遺跡の丘陵を調査するにあたり、くびれ部・墳端・段状・盛土（切土）状況、周溝

の有無を確認することを目的に、斜面東西で地形の対比が可能な位置にＴ３を設置し、加えて

T １の再調査を行うこととした。

第３節　第１トレンチ

　第１次調査で、段状斜面一段目に相当する段と周溝の可能性がある溝状遺構が確認されてい

る。くびれ部の可能性のある地形の確認と溝状遺構の性格を確認するために、第１次調査範囲

を南側と西側（O10 ～ O11 Ｇ、O10 ～ P10 Ｇ）に拡張した。段状斜面の二段目に相当する

の下段斜面の状況を確認するために、第１次調査範囲を東側（N10 ～ N11 Ｇ）に拡張した。

段状斜面の三段目に相当する尾根の造成方法を確認するために、第１次調査範囲を東側（M10

Ｇ）へ範囲を拡張した。拡張後のＴ１の調査面積は第１次調査範囲を含め約 162㎡である。

（１）くびれ部、盛土、墳端

　丘陵くびれ部の存在の確認のため０11 ＧにおいてＴ１南西角を南へ 2m、西へ 4.2m 拡張し

た。

　地表から約 34 ～ 46cm（標高 215.8 ～ 215.9m）まで掘下げたところで溝状遺構との境を

検出し、その境目のラインが大きく西に屈曲することを確認した。低地と丘陵の境は弧状のま

ま最下層まで続き、くびれ部らしき形状がみられるものの、墳丘のくびれとするにはやや屈曲

が弱い感はある。

　この丘陵側の旧表土層（西壁 30 層 ) の直上では、人為的様相の強い盛土が積まれている状

況を確認した。旧表土は地表下 90㎝（標高 215.4 ｍ）付近で検出された。丘陵側のこれらの

土は、ブロック状に入り組むこと、丘陵側でのみ確認されること等から自然堆積とは異なる状

況であり盛土と判断した。

　墳端に相当する下端は地表下 1.1m 付近で検出された。トレンチ中央付近では旧表土層また

は基盤岩層を削った下端が検出された。これらの下端はトレンチの中央付近から南側の範囲で

西へと弧状に大きく屈曲する。

　検出された一段目の段の形状は、高さはくびれ部付近で現況約 60㎝、斜面の角度はトレン

Ⅲ　調査の概要
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番号 遺跡名 主な時代 番号 遺跡名 主な時代 番号 遺跡名 主な時代 番号 遺跡名 主な時代
1 長岡南森遺跡 縄文～中世 5 長岡館跡 中世 8 中ノ目下遺跡 平安 11 水上遺跡 中世
2 稲荷森古墳 古墳 6 長岡西田遺跡 縄文、平安 9 鵜ノ木館跡 古墳～中世 12 早稲田遺跡 平安
3 長岡山遺跡 旧石器～中世 7 内城館跡 中世 10 熊の前館跡 中世 13 太子堂遺跡 平安
4 長岡山東遺跡 旧石器～中世

1

4

6

2

3
5

7

8

9
10

11

12

13

第 129 図　長岡南森遺跡遺跡位置図

Ⅱ　遺跡の位置と環境

チ西壁で約 50°、北壁で約 70°である。

　段はトレンチ北半では地山削り出しを基本とし、トレンチ南半のくびれ部付近では盛土を

行って構築したものと思われる。盛土は旧表土上に土質の異なる土を 45 ～ 55㎝盛っており、

墳端に相当する下端に近い位置のものほど土が塊状に盛られている（註１）。

（２）溝跡

　溝跡の存在および西側の溝の立ち上りの有無と範囲を確認する目的でＴ１の西側に新たにＴ

１ａ・Ｔ 1b を設定し調査を行った結果、Ｔ１からＴ１ａに連続しない層があり、これらの間

で土層が変化することが判明した。土層が変化する状況を確認するためＴ１の西北角を西（P10

Ｇ）へ 7.3 ｍ延長した。

　延長部の調査は手掘りで行った。地表下 70㎝付近までは現代から古代の遺物を含む耕作土

層である。地表下 1.1 ～ 1.2 ｍで溝状遺構の底面を検出した。底面はかたく平坦になっていた。

第１次調査範囲の西壁から約６m 西に進んだ地点で地表下 80 ～ 90㎝で溝状遺構の西端とな

る上端を検出、約 5.5m 西に進んだ地点の地表下 1.16m にその下端を検出した。西側の立ち

上がりが検出されたことにより溝状遺構は溝跡であると判断される。溝跡の幅は上端間で約

13m、下端間で約 12m を測る。

0 250 ｍ

S=1：10,000
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　また、延長部の調査では中層から掘り込まれたピット群（ＳＰ１・ＳＰ２）が検出された。

第１次調査の範囲でも同様のピットが検出されており、溝跡が一定程度埋没した段階で何らか

の利用があったと考えられる。

（３）西斜面側の尾根の造成方法等の確認

　Ｔ１を東へ拡張した範囲（M10 Ｇ）でトレンチを設定し、盛土の有無を確認した。1 層は

現表土、36 ～ 39 層はＳＡ１覆土、67 層は撹乱と思われる。尾根頂平坦面から西斜面にかけ

て斜めに縦断する溝跡（ＳＡ１）が検出され、溝の中には楕円形のピットが不均等に並んでる

ことから柵列であると考える。この遺構については道の可能性も考えられたが、これに対応す

る溝が確認されていないので今回は柵列として報告する。溝跡は尾根頂で途切れており、溝及

び柱穴の深さは５～ 16㎝でほぼ溝底付近が残るだけで、尾根頂の平坦面は削平されたとみら

れる。

　拡張部（N10 ～ N11 Ｇ）において、段状斜面一段目に並行して段状斜面二段目裾も西へ屈

曲する状況を確認した。表土下で地山を検出、斜面は地山を削り出して造成しており、盛土は

見られない。

（４）遺物の出土状況

　遺物は、溝状遺構の下層から縄文土器片及び石器が出土した。同中層からは縄文土器と古墳

時代の土師器が出土した。N10 ～ N11 Ｇの段状二段目に相当する段の下段斜面からは石器が

出土した。

第４節　第１aトレンチ

　溝状遺構の範囲と周辺地形を確認するためにＴ１を西へ延長し（P10-Q10 Ｇ）Ｔ１ａとし

た。現況は畑地で、水はけが悪く柔らかい。Ｔ１ａの標高はＴ１に比べて約 50cm 低い段に

なっている。

　北壁側に先行してサブトレンチを掘り層毎に掘り下げた。地表下 10 ～ 30cm で 2 層、地表

下約 70㎝でＴ１の溝状遺構底面に類似する５層を検出したが、溝状遺構の中層～下層に合す

る層が一部無いことから、Ｔ１とＴ１ａの間で土層が変化すると推測される。Ｔ１ａの２層は

Ｔ１北壁の 11 層に、３層は 16 層に、４層は 17 層に、５層は 26 層に対応するとみられる（

表３）。

　遺物は、表土層から陶器片１点と土器片が１点出土した。

第５節　第１bトレンチ

　丘陵周辺の地形を確認するため、Ｔ１ａをさらに西へ延長した先に（R10-S10 Ｇ）にＴ 1b

を設定した。現況は畑地で、水はけが悪く柔らかい。

　北壁側に先行してサブトレンチを掘り、下層の状況を把握しながら掘り下げた。地表下約

20cm で黒色土層、地表下約 40㎝でＴ１ａの４層に対応する層を検出した。

　遺物は、表土層から縄文中期の土器片等８点と土師器片１点が出土した。
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Ⅲ　調査の概要
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第 138 図　Ｔ 1-M10s・Ｔ 1-M10n 平面図・遺物出土図
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78

撹乱
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a a'

１.10YR4/3
２.10YR2/2
３.2.5Y4/1
４.2.5Y3/3
５.10YR6/4
６.2.5Y3/2

にぶい黄褐色　粘土（少し暗い ) 
黒褐色　粘質砂層（上半が黒味強い）
黄灰色　粘質砂層
暗オリーブ褐色　粘質砂層
にぶい黄褐色　シルト粘土
黒褐色シルト　粘土層（橙色班混入）

７.10YR3/3 
８.2.5Y3/1 
９.2.5Y4/6
10.10YR2/3
11.2.5Y4/6

暗褐色　砂質粘土（しまる）
黒褐色　シルト粘土（橙色班混入）
オリーブ褐色　シルト粘土
暗褐色　質砂層
オリーブ褐色　シルト粘土　

第 137 図　Ｔ１a平面図・断面図
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　遺構は、第２層から掘り込まれた柱穴を１ヶ所検出したが、遺物は伴わない。

第６節　Ｔ 1-M10s・Ｔ 1-M10n

　第１次調査で検出されたＳＫ１について、確認調査委員会において溝跡の可能性を指摘さ

れたことから、遺構の性格と範囲を確認する目的で M10 グリッドのＴ１の北側に幅 1m ×長

1.5 ｍのＴ 1-M10n を、南側に幅 1m ×長 2.7m のＴ 1-M10s を設定・調査を行った。

　発掘は遺構保存のため遺構面までとした。また、このトレンチ調査の結果ＳＫ１は縦約

4.7m ×横約 3.5m の土坑と判明した。

　遺物は、土坑直上の流土層下部から底部が欠損した土師器甕底部（147 図 16）１点、土坑

覆土からは９点の甕など（147 図 7 ほか）の土師器が出土した。

第７節　第３・第３aトレンチ

　Ｔ３は丘陵北半部の東斜面の地形、成因、改変状況等を確認するため、Ｔ１と対比可能な

位置に調査地点を設定した。Ｔ１東端部の南壁の延長線がＴ３の北壁になるように幅４ｍ×

長 50 ｍのトレンチを G10 ～ L10 Ｇに設定した。調査の進展に伴い段状斜面二段目の平坦面

の状況を確認するため幅１m ×長 2m のＴ３ａを J11 Ｇに設定し、最終的にＴ３と接続した。

調査面積はＴ３ａを含めて約 202.7㎡である。

　調査は、北壁沿いに先行してサブトレンチを設定して掘り下げ、グリッドをさらに１m ×

１m の小グリッドに分割し調査を進めた。

　その結果、地形の現況は緩斜面であるが、斜面途中に２つの平坦面があり全体で３段になっ

ていること、丘陵裾に浅い溝跡が廻ることが判明した。（註 2）

（１）段状斜面三段目について

　K10 Ｇにおいて、丘陵段状斜面三段目（頂上）、下段斜面の下端を検出した。

　丘陵頂上における遺構は、Ｔ１から続く柵列溝跡？（ＳＡ１）１条と現代の農業に伴う円形

の溝跡１ヶ所を検出した。ＳＡ１は著しい削平を受けたとみられ底面近くのみ残存していた。

円形の溝跡はＳＡ１がこの溝に切られていること、溝の覆土からはビニールなど廃棄物が出土

したことから現代の撹乱と判断した。

　また地形を確認するため、北壁に加え南壁にもサブトレンチを設定した。丘陵斜面は現代の

撹乱により西に後退していると判断された。丘陵の頂上部ついては、土層観察により盛土の可

能性が高いと判断された。盛土範囲は円形の溝跡の半ば付近までと考えられる。盛土は斜面側

では地山を削平したのち盛り土しているとみられる（北壁第 32・37・38・40 層、南壁第 9・

12 ～ 15 層）。その内側は概ね水平な層になっている。

（２）段築二段目について

　K10 Ｇ～ J10 Ｇ地点において、幅約４ｍの平坦面を段状斜面二段目の平坦面を確認した。

　この平坦面の上端から東側の J10 Ｇにおいて地表下約１m で下段斜面の下端を検出した。

下段斜面は改変が著しい。

第二次長岡南森南森遺跡確認調査
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１.7.5YR3/2
２.7.5YR3/3
３.7.5YR4/4
４.10YR2/3

黒褐色　シルト粘土
暗褐色　シルト粘土
褐色　シルト粘土
黒褐色　砂質粘土

Ｔ 1Ｍ１０ｎ

黒褐色　シルト粘土
暗褐色　砂質粘土
黒色　シルト粘土（しまる）
黒褐色　砂質粘土
極暗褐色　砂質粘土（ゆるい）
黒褐色　シルト粘土（礫混入）
黒褐色　シルト粘土
極暗褐色　シルト粘土
黒褐色　シルト粘土（ゆるい）
黒褐色　シルト粘土（ゆるい、粘性弱）
黒褐色　シルト粘土（7.5YR3/4 暗褐色粘土混入）
黒褐色　シルト粘土（粘性有り）
極暗褐色　シルト粘土

 １.7.5YR3/2
２.7.5YR3/3
３.7.5YR2/1
４.7.5YR2/2
５.7.5YR2/3
６.7.5YR3/2
７.7.5YR2/2
８.7.5YR2/3
９.7.5YR3/2
10.7.5YR3/1
11.7.5YR2/2
12.7.5YR2/2
13.7.5YR2/3

Ｔ１M１０ｓ

第 139 図　Ｔ 1-M10s、Ｔ 1-M10n 断面図
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c c'

2

1SS

d d'

1
2

L=218.59m　
d d'
L=218.784m　

1
２

３

今次
調査

１次
調査

３層 ＝ ８層
４層 ＝ 12層
５層 ＝ 13層
６層 ＝ 14層
７層 ＝ 15層

今次
調査

1次
調査

３層 ＝ ８層
４層 ＝ 12層
５層 ＝ 13層
６層 ＝ 14層
７層 ＝ 15層

１次調査と今次調査の
北壁対比 西壁と北壁の対比

西壁 南壁
１層 ＝ １層
28層 ＝ 12層
32層 ＝ ５層
33層 ＝ ８層
34層 ＝ 10層
35層 ＝ ３層
15層 ≒ ６層

西壁と南壁（拡張後）の対比
西壁 南壁
１層 ＝ １層
５層 ＝ ６層
６層 ＝ ８層
７層 ＝ 10層
８層 ＝ 15層
20層 ＝ ７層

壁と南壁（拡張前）の対比

北壁 北壁 東壁

東壁 南壁 南壁

西壁 西壁

表３　土層対応表

Ⅲ　調査の概要

　遺構は、平坦面上面で土坑１ヶ所（ＳＫ２）と現代の暗渠管や農業用溝跡数条を検出した。

土坑からは中世のかわらけが出土した。ＳＫ２の覆土採取の炭化物は放射性炭素年代測定の２

σ暦年代範囲で 682AD(83.3%)779AD を示した。ＳＫ２が古い土坑を切っているためその炭

化材が混入したとも考えられる。現代の暗渠管と農業用の溝跡の深さと傾斜角度等から、これ

らの農業用設備の使用時期にこの平坦面が今よりも地表に近い位置にあり、また平坦に近い斜

度だったと判断される。追加したＴ３ａからは土坑 1 ヶ所（ＳＫ３）を検出した。ＳＫ３は

２段目を切土したのち、盛土を行う前に掘られたと思われる。

0 2 ｍ

S=1：50
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　平坦面を面的に精査したところ、平坦面の肩に沿って黄褐色の地山が帯状に露出し、その内

側に黒褐色の土が堆積する状況を確認した。一見すると溝跡又は竪穴住居跡にも見えるため、

遺構の性格や範囲の把握及び地形の成因を調査する目的で北壁及び南壁にサブトレンチを設定

し、範囲を調べるためにＴ３ａを追加した。

　その結果、遺構の平面形や柱穴が無いこと等から一般的な竪穴住居跡とは考えにくく、段の

平坦面の基盤となる地山を掘り窪めた幅 3.2 ～ 4 ｍの溝跡のような遺構であることが判明し

た。遺構は幅に比して浅く、その断面形状は逆台形状を呈する。土手状の掘り残しが段の上端

に沿ってありこれは段の築造に関連する遺構である可能性が考えられる。遺構検出時に溝跡の

覆土に見えた層は、基盤の地山層の上に平坦に積み重ねられた盛土層であるかもしれない。段

築二段目に相当する段の平坦面は現状では南壁の 17 層、30 層、38 層の盛土上面である。

　平坦面の造成方法は、地山を概ね平坦に削って平坦面の基底を造っているが、下段斜面の上

端となる肩部は地山を土手状に掘り残し、地山由来の土で土手を嵩上げした後、その土手の内

側に概ね水平に土を盛って平坦面を造成しているとみられる。盛土は、黒色層と地山由来の黄

色粘土を多く含む褐色層の互層状の堆積が見られ、盛土中層（南壁第 22 層）から採取した炭

化物の 2 σ暦年代範囲は 233AD(95.4%)342AD、盛土上層（南壁第 17 層）から採取した炭化

物では 231AD(95.4%)341AD という結果が出ている。

　平坦面上と盛土からは縄文土器と古墳時代の土器を検出した。盛土の縄文土器は元々の旧表

土に含まれていたものと考えられる。底面に近い盛土には多くの古墳時代の土器を含む。器台

の出土数が多い。

（３）段築二段目について

　J10 Ｇの斜面は撹乱が著しいため、トレンチの北側半分、北壁から約２ｍの幅については地

山まで掘り下げて土層を確認した。

　J10 Ｇにおいて、地表下 0.9 ～１m で幅約４m の平坦面を検出した。段築一段目の平坦面

と思われる。この平坦面の上端から東へ約 30㎝の地点において地表下約 1.3m で斜面の下端

を検出した。斜面の角度は 50 ～ 55°である。

　平坦面は旧表土を削り造成している。段は残存状況が悪く、現状では盛土は確認できない。

　旧表土層からは縄文土器や石器が出土した。平坦面上の撹乱層からは古墳時代の土師器、古

代の須恵器が出土した。
（４）周溝に相当する溝跡について

　I10 Ｇ～ H10 Ｇで丘陵裾に深さ 10 ～ 50cm の溝跡が廻ることを確認した。溝跡は全体的

に残存状況が悪く、その範囲については土層観察や面的な精査に加え、転石等の堆積状況から

も検討した。溝の幅は 10 ～ 12m とみられる。

　平坦面上と盛土からは縄文土器と古墳時代の土器を検出した。盛土の縄文土器は元々の旧表

土に含まれていたものと考えられる。底面に近い盛土に多くの古墳時代の土器を含む。

（５）溝跡東側の平坦地について

　周溝に相当する溝跡の東側は平坦地になっている。黄褐色層上は撹乱層で削平されていると

第二次長岡南森南森遺跡確認調査
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思われる。この黄褐色土層はＴ１でも低地状遺構の底面として検出されている。

　黄褐色の土層の状況を確認するため北壁にサブトレンチを設定して掘り下げたところ、深さ

60cm 程で丘陵の旧表土の上に堆積していることが、さらに黄褐色層上面から 60 ～ 70cm 下

で白竜湖周辺の低湿地帯黒色粘土層を確認した。この泥炭土の放射性炭素年代測定結果は２σ

暦年代範囲 5645BC（95.4％）5554BC であった。黄褐色層は泥炭層を覆う形で水の流れによ

って堆積した層と考えられる。

　この平坦地では H Ｇを中心に遺構、遺物が検出された。遺構は掘立柱建物、ピット、土坑

で主に古代の遺構と思われる。遺物は須恵器の坏や大甕等が出土した。撹乱層からは古墳時代

の土師器（壺等）も出土した。

（６）遺物の出土状況について

　丘陵頂上および同様に段築二段目も殆ど遺物が出土しなかったため丘陵斜面はすでに削平さ

れたと思われる。

　遺物は主に段築二段目に相当する段の平坦面上及び盛土内、丘陵裾部の周溝に相当する溝跡

覆土、平地部から出土した。溝跡の土器の出土状況は、斜面からの転落や撹乱の影響等の二次

的な堆積によるものと思われる。

　縄文時代の遺物は、主に段築一段目に相当する段の平坦面からその下段斜面に残る旧表土層

とその上層の撹乱層、周溝に相当する溝跡の覆土から出土した。

　古墳時代の遺物は、主に段築二段目に相当する段の平坦面上及び盛土内と、段築一段目に

相当する段の平坦面からその下段斜面にかけての撹乱層、周溝に相当する溝跡の覆土・撹乱

層、平地部の撹乱層から出土した。段築二段目に相当する段では、盛土下層からの出土が多く、

器台、小型丸底埦、二重口縁壺等が見られる。盛土最下層からは、147 図９、10、11、16、

18、19、21、23、24、26 が出土した。最下層よりやや上からは、146 図 13、15 が出土した。

　平坦面上からは、147 図８、19、20 が出土した。平坦面上の土器は尾根方向から流れ込ん

だものとも考えられる。二段目の段の下段斜面では、撹乱層から 147 図９が出土した。周溝

に相当する溝跡付近では、二重口縁壺、甕等が溝跡覆土や撹乱層から出土しており、溝跡覆土

からは 147 図 6、撹乱層からは 147 図 2、18 が出土した。東側の平地部からは高坏、器台、

壺等が出土しており、撹乱層から 147 図 14、17、20、148 図１、17 が出土している。

　古代の遺物の出土状況は、段築一段目に相当する段の平坦面上の撹乱層と周溝に相当する溝

跡東半の撹乱層から出土した。溝跡の東側にあたるＨＧでは遺構の数に比べ古代の遺物が少な

く、逆に古墳時代の遺物が撹乱層に多く含まれることから、ＨＧ付近では古代の包含層まで削

平を受けており、後に古墳時代の遺物が含まれる土で埋められているとも考えられる。

　中世の遺物は、ＳＫ２覆土から燈明皿として使用されたかわらけが２点出土した。

（８）Ｇ 10 ～ I10 の遺構について

　平地部で掘立柱建物２棟とピット群、土坑を検出した。

　ＳＢ１（ＳＰ 17、21、25）は柱間が芯々 150 ～ 180㎝で、ＳＰ 17 とＳＰ 25 の平面形は

隅丸の長方形である。側柱は調査範囲の南側に続くと思われるが規模は不明である。柱穴は溝

Ⅲ　調査の概要
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跡覆土の上から掘り込まれている。

　ＳＢ２（ＳＰ８、９、12、13）は柱間が芯々 100 ～ 200㎝で、柱穴は円形及び楕円形であ

る。建物は調査範囲の南側に続くと思われるが規模は不明である。

　ＳＫ４は長軸 188㎝×短軸 100㎝の土坑である。覆土中層に巨礫を含む。覆土から土師器

片が出土した。ＳＢ２に先行する遺構と思われる。

　ＳＰ 17 ～ＳＰ 26 は、溝跡の覆土上面から掘り込まれており、溝跡より新しい遺構として

捉えることができる。その遺構面のレベルは溝跡東側のＳＰ１～ 16 の遺構面とほぼ同一で、

時期的に近い時代の遺構と考えられる。ピットの切り合いやＳＫ４とＳＰ８の切り合い等から

複数の時期があると考えられる。
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第 140 図　G10 ～ I10 の遺構断面図（１）
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第 8 節　出土遺物
　長岡南森遺跡から出土した遺物は概ね、縄文時代早期・古墳時代前期・奈良～平安時代・

中世の 4 時代に分類できる。なおこの章では土器の特徴を述べるのみとし、大きさなどの

詳細については観察表を参照にしていただきたい。また、出土した土器の復元を行ったとこ

ろ破片が大半で実測に至るまで復元できた遺物はごく一部である。

（１）縄文時代　

　第 146 図１～８である。遺跡から出土した縄文土器は破片が大半で図化できたものは僅

少であり、図化できたものでも器種等は不明である。しかし文様が確認できる土器を観察す

ると貝殻沈線文・沈線文・羽状縄文など縄文早期の様相が窺える。

（２）古墳時代　

　古墳時代の土器について、器台・丸底埦・大型壺・甕・小型甕等を図化し掲載した。この

遺跡の古墳時代の土器の特徴として比較的古い土器が出土していること、一般集落と比較し

て器台の比率が高いことである。

　まずは高坏について脚部が中空で坏部まで貫通しているものと貫通していないものの二種

類に分類できる。また坏部が深いものと浅いものに分類できるが、残念ながら坏部の形状が

わかるものは半数以下である。

　そしてもっとも特徴的な器台は 146 図 9 で坏部の口唇は欠損しているものの下方に段が

あり、裾部が大きく広がる形状で透孔がある。器厚が薄く表面は丁寧なミガキが施されたも

のである。この遺跡と同じ米沢盆地内に位置する米沢市横山古墳 M １号（2000 手塚孝ほか）

より出土した器台と類似していることから、両遺跡の器台は同時期のものと思われる。また

山形県外では福島県会津坂下町の宮東遺跡第 1 号周溝墓から出土した高坏も類似している。

146 図 10・11 は坏部が緩やかに内弯し器壁が薄く丁寧にミガキが施されている。脚部が中

空で直線部分がやや長く坏部まで貫通している。12 については若干器壁が厚いものの坏部

に、また坏部のない 146 図 16 ～ 19 についても坏部まで貫通する中空脚をもつ。そして器

台のうち数点には赤色加工が施されている。また、特殊器台（146 図 20）は、山形県内で

は山形市の服部遺跡・藤治屋敷遺跡（2004 髙桑弘美ほか）、米沢市の鎌倉上遺跡（2010 山

形県教委）、白鷹町の廻り屋遺跡（1995 鈴木良仁）で出土している。

　高坏について、146 図 13 は大型坏の坏部で口縁はやや内弯しながらも直行気味に外に開

いている。全体的に薄い器壁で丁寧なミガキが施されている。146 図 14 は坏部の一部と脚

部の一部しか確認できないが、坏部は丸埦状、脚部は「ハの字」状と思われる。

　埦類について、有段大型埦 2 点、有段小型丸底埦 4 点を図化することができた。146

図 21 は大型丸底埦で口縁が「くの字」状になっており、やや磨滅が目立ち使用感がある。

146 図 22 やや平底気味の大型埦で口縁が「くの字」状になっている。146 図 23・24 は小

型丸底埦で体部が小さく内外面ともにミガキが施されている。サイズから考えて小型碗はミ

ニチュア土器と思われる。
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　続いて壺についてである。壺と思われる土器は 146 図 25 ～ 26、147 図 1 ～ 5 で、い

ずれも有段の複合口縁など装飾口縁壺が出土している。146 図 25・26 は器壁が厚く重い。

26 は口唇に細かな刻みが施されているものの、表面のハケメを消さずに棒状浮紋を簡略し

た細長いユビナデ（か？）の文様が確認でき、粗雑さが目立つ（註 3）。また頸部から体部ま

で残存しているのは 146 図 25・147 図 1 のみであるが、146 図 25 は頸部から体部にかけ

て鋭角的な「くの字」を描いている。147 図 1 は口縁部は欠損しているがおそらく有段の

複合口縁を持つ壺の頸部と体部と思われる。147 図 10・11 は壺の体部と思われるが、器壁

は薄く古いものと思われる。

　甕について図化できたものを見ると、口縁の残存するものについてはそのほとんどが単純

口縁で、その中でも「口唇部が大きく外反する口縁」（147 図 6・8・9）と「直行する口縁」

（147 図 7）の二種類に分類できる。もっとも特徴的なのは 147 図 9 のいわゆる「能登甕」

と呼ばれるタイプで、頸部が外反し口唇部先端をつまみあげ「コの字」状の口縁帯を持つ甕

である（註 4）。肩の張りがやや弱い形状と想像される。

　147 図 12 ～ 16 は甕もしくは壺の底部とみられる。全体的に底部径が小さく、くぼみを作っ

ている。12 はススが外面の全面に付着している。また 14 は底部外面に火はねとみられる

痕跡がある。16 について底部は火はねなど使用痕が顕著で使用中に何らかの衝撃により粘

土の継ぎ目がはがれ欠損したものと思われる。

　147 図 17 ～ 20 は小型壺あるいは甕とみられる。147 図 17 は小型壺で、内外面ともに

コゲ痕がみられ、煮炊きなどに使用されたと思われる。口縁は外反しややつまみ出しがある。

（３）古代　

　今回図化出来たのは須恵器の坏 4 点・高台坏２点・蓋 2 点、須恵器甕 1 点、土師器 2 点

である。坏および高台坏の切り離しは回転ヘラ切・回転糸切ともに存在し、坏の形状から見

ても 8 世紀第 4 四半期～ 9 世紀第 1 四半期と思われる。南陽市内から出土する須恵器の時

期とほぼ一致する。また須恵器蓋もほぼ同時期であろう。

（４）その他

　かわらけ 2 点と土錘 2 点が図化出来た。かわらけ 148 図 12 ～ 13 の内部にはススが付着し、

12 については口唇に 1 ヶ所意図的な欠けがあることから燈明皿として使用されたことが窺

える。中世のものと思われるが詳細は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　以上、土器について時代および器種ごとに特徴を記述した。概ね縄文時代・古墳時代・古

代・中世に属すると分類できると思われる。ここでは出土遺物の中心であった古墳時代の土

器について考察したい。

　まず器台・高坏についてであるが、出土数が多く土器の年代が確定しやすい部分が残存し

ているものが多く、そこを足掛かりとして年代観を検討する。146 図９は先にも述べたよう

に米沢市の横山古墳から出土している裾部が大きく広がる器台と類似しており漆町編年の７

期並行時期にあたると思われる。146 図 10 ～ 11 の器台については前述のような特徴をも
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第 146 図　　トレンチ出土遺物（１）
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第 147 図　　トレンチ出土遺物（２）
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図版

番号

挿図

番号
種　別 器　種

計測値（ｍｍ） 調整
備　　考

口径 底径 器高 器厚 外面 内面 底部

146

1 縄文土器 不明 ‐ ‐ ‐ 8

2 縄文土器 不明 ‐ ‐ ‐ 6

3 縄文土器 浅鉢？ ‐ ‐ ‐ 6

4 縄文土器 不明 ‐ ‐ ‐ 7 沈線

5 縄文土器 不明 ‐ ‐ ‐ 7

6 縄文土器 深鉢 ‐ ‐ ‐ 5

7 縄文土器 不明 ‐ ‐ ‐ 7

8 縄文土器 浅鉢？ ‐ ‐ ‐ 6 貼付文

9 土師器 器台 ‐ ‐ ‐ 5 ミガキ ミガキ ‐ 内外面赤色加工、横山古墳器台並行期

10 土師器 器台 96 ‐ ‐ 7 ミガキ ミガキ ‐ 外面に僅かに赤色加工痕あり

11 土師器 器台 100 ‐ ‐ 6 ミガキ ミガキ ‐ 外面に僅かに赤色加工痕あり

12 土師器 器台 （96） ‐ ‐ 8 ミガキ ‐ ‐

13 土師器 高坏？ （206） ‐ ‐ 6 ミガキ ミガキ ‐

14 土師器 高坏 ‐ ‐ ‐ 7 ハケメ ミガキ ‐

15 土師器 器台 ‐ ‐ ‐ 5 ハケメ ハケメ ‐

16 土師器 器台 ‐ ‐ ‐ 8 ミガキ ‐ ‐

17 土師器 器台 ‐ ‐ ‐ 9 ミガキ・ハケメ ハケメ ‐

18 土師器 器台 ‐ ‐ ‐ 10 ミガキ ‐ ‐ 外面に僅かに赤色加工痕あり？

19 土師器 器台？ ‐ ‐ ‐ 10 ミガキ ‐ ‐

20 土師器 器台 ‐ ‐ ‐ 7 ミガキ・ケズリ ミガキ ‐ 鎌倉上遺跡等に出土例

21 土師器 小型丸底埦 ‐ （20） ‐ 7 ハケメ ハケメ ‐ 内面磨滅著しい

22 土師器 小型丸底埦 （100） （58） 40 4 ミガキ ヘラミガキ ケズリ

23 土師器 ミニチュア土器 ‐ （14） ‐ 5 ミガキ ミガキ ケズリ？

24 土師器 ミニチュア土器 ‐ （20） ‐ 6 ミガキ ミガキ？ ケズリ？

25 土師器 壺 （220） ‐ ‐ 15 ハケメ ハケメ・ミガキ ‐

26 土師器 壺 （200） ‐ ‐ 12 ハケメ ハケメ ‐

147

1 土師器 壺 ‐ ‐ ‐ 12 ハケメ - ‐

2 土師器 壺？ ‐ ‐ ‐ 7 ミガキ ミガキ・ハケメ ‐ 外面赤色加工痕あり？
3 土師器 壺？ ‐ ‐ ‐ 10 ハケメ ハケメ ‐ 赤色加工残っている
4 土師器 甕 or 壺 ‐ ‐ ‐ 7 - - ‐

5 土師器 壺 ‐ ‐ ‐ 7 ハケメ ミガキ・ナデ？ ‐

6 土師器 甕 （190） ‐ ‐ 6 ナデ・ハケメ ナデ・ハケメ ‐ 内外面スス付着

7 土師器 甕 （160） ‐ ‐ 8 ハケメ ハケメ ‐

8 土師器 甕 （200） ‐ ‐ 8 ハケメ ハケメ ‐

9 土師器 甕 （190） ‐ ‐ 7 ハケメ ハケメ 能登甕か？

10 土師器 甕？ ‐ ‐ ‐ 6 - - ‐

11 土師器 小型壺？ ‐ ‐ ‐ 5 - ユビナデ ‐ 赤色加工痕あり？

12 土師器 壺 ‐ 18 ‐ 7 ケズリ・ハケ ハケメ 火はね 外面に火はね・スス

13 土師器 壺 or 甕 ‐ 44 ‐ 6 ケズリ ハケメ 磨滅顕著 使用痕顕著

14 土師器 壺 or 甕 ‐ 30 ‐ 6 ヘラケズリ ヘラケズリ 火はね 火はね顕著

15 土師器 甕 ‐ 38 ‐ 8 ‐ ‐ ‐

16 土師器 甕 ‐ （40） ‐ 5 ハケメ ハケメ 欠損か？ 内外面スス付着、焼成後底部欠損

17 土師器 小型丸底壺 ‐ 70 ‐ 6 ミガキ ハケメ ‐ 内外面にコゲ

18 土師器 小型甕？ （140） ‐ ‐ 5 ミガキ ハケ・ミガキ ‐

19 土師器 小型甕 （100） ‐ ‐ 6 ハケメ ハケメ ‐

20 土師器 小型甕 （120） ‐ ‐ 6 ハケメ・ケズリ ハケメ ‐

148

1 須恵器 坏 （138） （90） 45 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラケズリ 底部ヘラ切後調整・側面ヘラケズリ

2 須恵器 坏 ‐ （80） ‐ 6 ロクロ ロクロ 回転ヘラケズリ 底部ヘラ切後調整・側面ヘラケズリ

3 須恵器 坏 ‐ （80） 5 ロクロ ロクロ 回転ヘラケズリ 底部ヘラ切後調整・側面ヘラケズリ

4 須恵器 坏 140 80 40 6 ロクロ ロクロ 回転糸切

5 須恵器 高台坏 （138） 90 48 5 ロクロ ロクロ 回転糸切 高台内に墨痕、転用硯か？

6 須恵器 高台坏 ‐ 77 ‐ 5 ロクロ ロクロ 回転糸切

7 須恵器 蓋 （160） （66） 23 5 ロクロ・ケズリ ロクロ 回転糸切 内面に自然釉

8 須恵器 蓋 ‐ （76） ‐ 4 ロクロ・ケズリ ロクロ 回転糸切

9 須恵器 壺？ ‐ （90） ‐ 5 ロクロ ロクロ 回転糸切

10 土師器 壺 ‐ （78） ‐ 4 ハケメ ロクロ 回転ヘラ切

11 土師器 壺 ‐ （90） ‐ 5 ハケメ ハケメ 不明

表４　　遺物観察表（１）
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図版

番号

挿図

番号
種　別 器　種

計測値（ｍｍ） 調整
備　　考

口径 底径 器高 器厚 外面 内面 底部

148

12 かわらけ - 90 46 22 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 内面スス多量付着・口縁にカケ。燈明皿に転用？

13 かわらけ - 90 42 22 3 ロクロ ロクロ 回転糸切 内面スス付着

14 土製品 土錘 46 ‐ ‐ 33 ミガキ - -

15 土製品 土錐 24 ‐ ‐ 22 ミガキ - -

第 149 図　山形県内器台出土遺物例

1:6
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服部屋敷・
藤治屋敷

鎌倉上遺跡
横山古墳

表５　遺物観察表（２）

つことから漆町 8 群期に属すると思われる。146 図 13 の高坏の坏部について今塚遺跡 S Ｔ

702（1994 須賀井新人ほか）・高擶南遺跡 S Ｔ 201（2004 長瀬えみ子）などに類例が出土

しており、概ね漆町９群期に属すると思われる。146 図 20 について前述のとおり山形県内

での出土例があり、概ね漆町 10 群期のものと考えられる。15 ～ 19 の脚部についても推測

ではあるが漆町９～ 10 群期の範疇に収まると思われる。

　続いて年代特徴的を持つ土器として注視したいのが 147 図 9 であるが、前述のとおり口

唇部先端が「コの字」状の『能登甕』と呼ばれる北陸系の土器であり、概ね漆町７群期もし

くは８群期の早い段階と思われる。

　また埦類についても 146 図 21・23・24 は漆町９～ 10 群に属すると思われる。

　特徴が顕著な土器についてのみ土器の年代を検討してみたが、今年度調査にて出土した古

墳時代の土器は概ね漆町７～ 10 群並行期の範疇（３世紀半ば～４世紀後半）に収まると考

えられる。

　ところで、昨年発刊した「南陽市遺跡分布調査報告書（7）（2019 角田朋行）」の遺物に

ついて (150 図）土器年代の考察がなかったため本報告で簡単に時期を記しておく。古墳時

代の土器について器種構成はやや今回と異なり壺・甕類がほとんどで時期の確定は難しいも

のの器台・高坏などの特徴から漆町８～ 10 群期の特徴をもつなど今回出土した土器とは時

期的には大きく変わらないと思われる。ただし、左上の壺（粘土紐を横に並行に貼り付けた

もの）は類例等を見つけることはできず時期不明としておく。
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１　放射性炭素年代測定（AMS測定）
　資料は、Ｔ３の段状二段目に相当する平坦面において、南側サブトレンチの盛土層（第17層、第

22層）から２点、同北側サブトレンチのＳＫ２覆土から１点の炭化物を採取した。ＩＧの a-7から

ＨGの a-1に設定したサブトレンチの最下層（第30層、泥炭層）から泥炭土のサンプルを採取した。

採取した計４点について放射性炭素年代測定を行った。

南陽市社会教育課-埋蔵文化財係様試料４点の年代測定 
 

2019年 8月 7日 
 

山形大学高感度加速器質量分析センター 
 
 
 
 
 
１．はじめに 
南陽市社会教育課-埋蔵文化財係様よりご依頼頂いた試料４点（写真１）に対して、加速
器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を行った。 
 
 
 
 
 
２．試料と測定方法 
表１に試料情報を示す。測定試料は、元素分析計、質量分析計、ガラス真空ラインより
構成されるグラファイト調整システムにてグラファイト化を行った。その後、加速器質量
分析装置（NEC 製 1.5SDH ）を用いて放射性炭素濃度を測定した。 
 
 
 
 
 
３．結果 
表２に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行

った放射性炭素年代、較正曲線データを使用して放射性炭素年代を暦年代に較正した年代
範囲を示す。試料の暦年較正結果については、本報告書に添付した。 
 
 
 
 

Ⅳ　理化学分析
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Ⅲ　調査の概要

写真１．試料情報 
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表１．試料情報 

 

 

 

 

 

 

ラボコード測定試料名 試料情報 試料状態 処理

YU-9893 No2-T3-17

南陽市社会教育課
埋蔵文化財係試料
2019/07/22受取
R1長岡南森遺跡
T3 第17層 資料No.2
炭化物試料

南サブトレ 盛土(上)
2019/7/8
No2-T3-17

前処理後の試料
13.690mgから2.323mg使用

AAA処理
1M HCl 80度 1時間

0.001M NaOH 80度 1時間 (2回)
0.01M NaOH 80度 1時間 (10回)

1M HCl 80度 1時間

YU-9894 No6-T3-22

南陽市社会教育課
埋蔵文化財係試料
2019/07/22受取
R1長岡南森遺跡
T3 第22層 資料No.6
炭化物試料

南サブトレ 盛土(下)
2019/7/8
No6-T3-22

酸処理後250umのフルイを
通過したものを回収・乾燥
前処理後の試料

77.380mgから2.360mg使用

酸処理
1M HCl 80度 1時間 (3回)

YU-9895 No14-T3-8

南陽市社会教育課
埋蔵文化財係試料
2019/07/22受取
R1長岡南森遺跡

T3 第8層(sk内) 資料No.14
炭化物試料

北サブトレ 土坑内
2019/7/9
No14-T3-8

前処理後の試料
95.570mgから2.329mg使用

AAA処理
1M HCl 80度 1時間

0.001M NaOH 80度 1時間 (2回)
0.01M NaOH 80度 1時間 (1回)

1M HCl 80度 1時間

YU-9896 No15-T3-9

南陽市社会教育課
埋蔵文化財係試料
2019/07/22受取
R1長岡南森遺跡

T3 第9層(谷地) 資料No.15
土壌試料
第9層(谷地)
2019/7/8
No15-T3-9

酸処理後250umのフルイを
通過したものを回収・乾燥
前処理後の試料

885.000mgから12.256mg使用

酸処理
1M HCl 80度 1時間 (3回)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２. 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

d13C 放射性炭素年代
(‰) （yrBP±1σ） 1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

YU-9893 No2-T3-17 -26.56±0.55 1758±20 245AD (16.9%) 260AD
280AD (51.3%) 325AD 231AD (95.4%) 341AD

YU-9894 No6-T3-22 -27.33±0.50 1756±20 247AD (15.4%) 260AD
280AD (52.8%) 325AD 233AD (95.4%) 342AD

YU-9895 No14-T3-8 -23.88±0.53 1246±20
695AD ( 6.6%) 703AD
708AD (50.4%) 746AD
764AD (11.2%) 773AD

682AD (83.3%) 779AD
791AD ( 7.0%) 829AD
837AD ( 5.1%) 865AD

YU-9896 No15-T3-9 -15.87±0.60 6683±25 5632BC (35.6%) 5613BC
5588BC (32.6%) 5567BC 5645BC (95.4%) 5554BC

測定番号 試料名 放射性炭素年代を暦年代に較正した年代範囲

（SK2覆土）

113 層
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＝＝＝＝ 年代測定の考え方 ＝＝＝＝ 
 

 放射性炭素（14C）年代は AD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代
（yrBP）の算出には、14Cの半減期として Libbyの半減期 5568年を使用した。また、付記し
た 14C年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の 14C
年代がその 14C年代誤差内に入る確率が 68. 2％であることを示す。 
なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。暦年較正とは、大気中の 14C濃度が一定で

半減期が 5568年として算出された 14C年代に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動に
よる大気中の 14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期 5730±40年）を較正して、
より実際の年代値に近いものを算出することである。14C年代の暦年較正には OxCal4. 3.2 1）

（較正曲線データ：Int Cal13 2）を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、OxCal の確率法を使
用して算出された 14C年代誤差に相当する 68. 2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2σ
暦年代範囲は 95. 4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内
に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C年代の確率分布を示し、二
重曲線は暦年較正曲線を示す。 
 

参考文献 

１）C Bronk Ramsey, (2017), Methods for Summarizing Radiocarbon Datasets. Radiocarbon, 59  (2), 

1809-1833. 

２）Paula J Reimer, Edouard Bard, Alex Bayliss, J Warren Beck, Paul G Blackwell, Christopher 

Bronk Ramsey, Caitlin E Buck, Hai Cheng, R Lawrence Edwards, Michael Friedrich, Pieter M 

Grootes, Thomas P Guilderson, Haflidi Haflidason, Irka Hajdas, Christine Hatté, Timothy J 

Heaton, Dirk L Hoffmann, Alan G Hogg, Konrad A Hughen, K Felix Kaiser, Bernd Kromer, Sturt 

W Manning, Mu Niu, Ron W Reimer, David A Richards, E Marian Scott, John R Southon, Richard 

A Staff, Christian S M Turney, Johannes van der Plicht , (2013), IntCal13 and Marine13 

Radiocarbon Age Calibration Curves 0‒50,000 Years cal BP. Radiocarbon, 5 5 (4), 1869 -1887. 
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YU-9893 No2-T3-17 R_Date(1758,20)
68.2% probability
245 (16.9%) 260calAD
280 (51.3%) 325calAD
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

YU-9894 No6-T3-22 R_Date(1756,20)
68.2% probability
247 (15.4%) 260calAD
280 (52.8%) 325calAD
95.4% probability
233 (95.4%) 342calAD
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

YU-9895 No14-T3-8 R_Date(1246,20)
68.2% probability
695 (6.6%) 703calAD
708 (50.4%) 746calAD
764 (11.2%) 773calAD
95.4% probability
682 (83.3%) 779calAD
791 (7.0%) 829calAD
837 (5.1%) 865calAD
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

YU-9896 No15-T3-9 R_Date(6683,25)
68.2% probability
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5588 (32.6%) 5567calBC
95.4% probability
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OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5; IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)
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第１節　調査地の地形について
　発掘調査で判明したこと及び想定される特徴等を以下にまとめる。

（１）丘陵東斜面 ( Ｔ３) の地形及びその成因について

・東斜面には２つの段が構築され、計３段になっていたとみられる。

・段状一段目は、地山及び旧表土を削り出し構築しているとみられる。

・段状二段目は、切り土により肩部を土手状に掘り残しつつ基底となる平坦面を削り出し、そ

の上に盛土を行って構築している。

・段状三段目は、上端から下段斜面にかけて一部盛土を行って構築しているとみられる。

・段状一段目に相当する最下段の外側に周溝に相当する溝跡が廻ると思われる。

・全面的に後世の撹乱が見られ、特に溝跡から段状二段目に相当する段の下段斜面までの範囲

では撹乱の影響が大きい。これは丘陵を改変したとの地権者の話と一致する。

（２）丘陵西斜面（Ｔ１、Ｔ２）の地形及びその成因について

・西斜面には２つの段が構築され、計３段になっていたとみられる。

・最下段の丘陵北半部では基本的に地山及び旧表土を削り出して構築しているとみられ、くび

れ部付近では旧表土上に盛土を行って構築しているとみられる。

・段状二段目の段は、Ｔ１では基本的に地山削り出しで、Ｔ２では部分的に盛土している可能

性がある。

・段状三段目の上端は、肩部から下段斜面まで地山削り出しで構築されており、盛土は確認で

きない。尾根の東斜面側の様相とは異なる。

・最下段の外側に周溝に相当する溝跡が廻る。

・Ｔ１の南辺より南側では、地権者によれば畑の造成による削平を受けているとみられる。

（３）墳端やくびれ部に相当する地形について

・西斜面では段状一段目に相当する段の下端線が墳端に相当するとみられる。

・東斜面では段状一段目に相当する段の周辺は撹乱を受けており、面的に明瞭な墳端は確認で

きなかったが、土層断面や溝跡との位置関係から下端線が推定される。

・丘陵西側でくびれ部に相当する地形を確認した。段状一段目に相当する段の上端・下端が西

へ大きく屈曲する。地表面では 216.5 ｍの等高線に屈曲の影響を見ることができる。

（４）周溝に相当する地形について

・西斜面側では、段状一段目に相当する段から 12 ～ 13 ｍの地点で、溝跡西側の立ち上りを

検出した。これにより、これまで低地状遺構としていた遺構は周溝に相当する幅 12 ～ 13 ｍ

の溝跡と判明した。

・東斜面側では、撹乱の影響を大きく受けているが、段状一段目に相当する段の外側に幅 10

～ 12 ｍの窪地が確認された。西側同様の溝跡と考えられる。

・後円部に相当する丘陵南半部の南側には上記溝跡に対応する窪地が山裾を巡っており、丘陵

Ⅴ　調査結果

Ⅴ　調査結果
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北半部から南半部まで溝跡が続くことが推測される。

（５）丘陵の東西斜面の段の形状と位置について

・段状一段目、二段目に相当する段の標高は、西斜面では一段目は約 216 ｍ、二段目は約

218 ｍである。東斜面では一段目は約 215.9 ｍ、二段目は約 218 ｍである。

・段の平坦面の幅は、西斜面では一段目は 4.03 ｍ、二段目は 5.19 ｍで、東斜面では一段目は

4.01 ｍ、二段目は 4.52 ｍである。

・周溝に相当する溝跡の幅は、西側と東側でほぼ同規模である。

・現況で尾根頂の東西幅を２分の１にしたラインを中軸（基準線）とした場合の各傾斜変換点

までの距離と各部位の幅を下記の表に示す。尾根の中央を中軸として溝跡から尾根頂まで東西

の地形は概ね対称を成していると言って良い状況と思われる。基準線からの距離を東西で比較

すると東斜面側は各地点で共通して 2.5 ～ 3.2 ｍ（平均約 2.9 ｍ ) 程短く、基準線のずれ（現

況と本来の尾根中軸とのずれ）を思わせる。

第２節　遺構・遺物について　　

（１）古墳に伴う可能性のある遺構について

・前方部に相当する丘陵北半部では、段状に相当する段が東西斜面にそれぞれ２段あり、全体

では３段に造られている。平面形や断面は東西でほぼ対称となっている。

（２）その他の遺構について

・ＳＫ１は、東西 3.5m、南北 4.7m の大型の土坑であることが確認された。

・ＳＫ２は、燈明皿が出土したことから中世の土坑とみられる。

・ＳＫ３は、遺物は出土しなかったが切り合いから考慮して盛土開始前に掘られた土坑と見ら

れる。

・古代の遺構は、平地部においピット、土坑ＳＫ４が検出された。

・ＳＡ１は、尾根から西斜面にかけて検出された。柵列の遺構と思われる。

（３）遺物等について

・尾根頂から尾根の下段斜面の範囲では東西斜面ともに遺物は出土しなかった。

・段状二段目に相当する段では、西斜面側では主にＳＫ 1 覆土から古墳時代前期の土師器が出

土した。東斜面側では盛土内及び平坦面上から古墳時代の土師器が出土した。盛土出土の土器

は器台、小型丸底埦、二重口縁壺等が見られる。

・段状一段目に相当する段では、西斜面側では平坦面上から縄文土器と古墳時代の土師器、旧

表土層から縄文土器及び石器が出土した。東斜面側では、平坦面上と旧表土から縄文土器及び

石器が出土した。撹乱層からは古墳時代の土師器や古代の須恵器が出土した。

・東西の溝跡覆土からは縄文土器と古墳時代の土師器が出土したが、床面や床面近くからの遺

物の出土は確認できなかった。

・Ｔ３の溝跡東側の平地部では、撹乱層から古墳時代の土師器や古代の土師器・須恵器が出土

した。
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　昨年度の第１次調査の成果として、遺跡範囲のうち丘陵部北半部については主に縄文時代と

古墳時代の時期の遺跡であること、古墳時代の祭祀に関連する可能性のある遺跡であること、

人工的な造成地形が確認されたこと等が挙げられる。一方で古墳かどうかという観点からは、

くびれ部の有無、低地状遺構が外側で立ち上って溝になるかどうか、盛土があるかどうかが特

に大きな課題として残った。

傾斜変換点

溝跡（平地側）溝跡（丘陵側） （ｍ）

１段目 ２段目 尾根肩 中軸上端 下端 下端 上端 裾 上端 裾 上端
中軸（基準線）から 西斜面 39.93 39.24 27.65 27.12 23.09 19.07 13.88 10.06 0
の距離 東斜面 36.72 36.23 24.54 24.37 20.36 15.86 11.34 10.06 0

表７　各部位の幅比較表

表６　尾根中軸から傾斜変換点までの距離（北壁計測値）

溝跡 1 段目 2 段目 3 段目（尾根）
上端間の幅 下端間の幅 下段斜面幅 平坦面幅 下段斜面幅 平坦面幅 下段斜面幅 1/2 の幅

西斜面 12.81 11.59 0.53 4.03 4.02 5.19 3.82 10.06
東斜面 12.35 11.69 0.17 4.01 4.5 4.52 1.28 10.06

( ｍ )

Ⅴ　調査結果

Ⅵ　まとめと課題
　今次調査では、昨年度に引き続き古墳かどうかを含め、遺跡の性格把握と丘陵の地形成因の

把握を主たる目的とした。

　Ｔ１のくびれ部については形状としては緩慢としている。周溝の立ち上りと思われる掘り込

みが確認できたものの、最下層もしくは底面近くから古墳時代の遺物の出土が確認できないこ

とから古墳時代に属する溝であると断定することは難しい。

　そして、炭素年代測定の結果と出土遺物の土器年代との誤差は今後検討が必要な点である。

　また、今回の調査では西側斜面と東側斜面で覆土が逆転するような相違がみられるため、次

年度調査においてはＴ１とＴ３を連続させて再度土層観察を行う必要がある。
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松本洋明　　　　　　　1994『赤土山古墳第３次調査概報』天理市教育委員会

加藤次郎右衛門ほか　　1995『山形県中世城館遺跡調査報告書　第１集（置賜地域）』山形県教育委員会

古屋紀之　　　　　　　2007『古墳の成立と葬送祭祀』雄山閣出版

渡辺貞幸他　　　　　　2008『普段寺古墳群Ⅰ』普段寺古墳群調査団

佐藤鎭雄ほか　　　　　2010『平安初頭の南出羽考古学』山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

佐藤鎭雄　　　　　　　2011『やまがたの古墳時代ー最上川流域のムラの古墳ー』山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

青山博樹　　　　　　　2011「土師器の編年　⑦東北」『古墳時代の考古学１　古墳時代史の枠組み』同成社

佐藤鎭雄　　　　　　　2012『中世やまがたの城館 - そこに城館がある理由 -』山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

吉田江美子・山田　渚　2012『南陽市埋蔵文化財発掘調査報告書第５集　蒲生田山古墳群・総合公園内遺跡群』南陽市教育委員会

山田　渚・吉田江美子　2013『南陽市埋蔵文化財発掘調査報告書第７集　長岡山遺跡・長岡山東遺跡』南陽市教育委員会

角田朋行・吉田江美子　2014『南陽市遺跡分布調査報告書（１）』南陽市教育委員会

植松暁彦　　　　　　　2014「山形県の様相」『東生第３号』東日本古墳確立期土器検討会

角田朋行　　　　　　　2015『南陽市遺跡分布調査報告書（２）』南陽市教育委員会

角田朋行・吉田江美子　2015『南陽市埋蔵文化財発掘調査報告書第９集　清水上遺跡』南陽市教育委員会

角田朋行　　　　　　　2016『南陽市遺跡分布調査報告書（４）』南陽市教育委員会

角田朋行　　　　　　　2017『南陽市遺跡分布調査報告書（５）』南陽市教育委員会

手塚孝他　　　　　　　2017　『舘山城ハンドブック』舘山城保存会

藤沢　敦　　　　　　　2018「弥生時代後期から古墳時代の北海道・東北地方における考古学的文化の分布」

　　　　　　　　　　　　　　『国立歴史民俗博物館研究報告　第 211 集』国立歴史民俗博物館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

１）２）地山と盛土や溝跡の範囲の確定にあたっては阿子島功氏（山形大学名誉教授）にご指導いただいた。
２）北野博司氏のご教示による。

３）阿部明彦氏のご教示による。阿部明彦氏が提唱している天童市高擶遺跡・菖蒲江 1遺跡の器種構成から「高擶南編年」（2015 阿部

明彦）によると、漆町７～８群の甕類に北陸系の特徴を留めているとしている。



長岡南森遺跡発掘調査写真図版

長岡南森遺跡作業風景（西より）





写真図版 1

T1 調査前風景（南より）

T3 調査前風景（北西より）

T1a・T1b 調査前風景（東より）

調査前風景



写真図版２

北西角延長部トレンチ（東より）

くびれ部の状況（北より）

東拡張部トレンチ（西より）

トレンチ１（１）



写真図版３
トレンチ１（２）

T1 南西角断面（東より）

T1 溝跡西側端部断面（東より）

T1b 完掘状況（西より） T1a完掘状況（西より）



T1-M10n 完掘（西より）

T1-M10s 完掘（西より）

K10 Ｇ内出土遺物（南より）

K10 Ｇ内出土遺物（南より）

写真図版４
トレンチ１（３）



写真図版５

T3完掘全景（西より）

HＧ完掘全景（東より）

トレンチ３（１）



写真図版６

SA1 検出状況（東より）

JＧ遺構検出（東より）

トレンチ３（２）



写真図版７

JＧの平坦面南面（東より） JＧの平坦面北面（東より）

南壁尾根斜面盛盛土断面（東より） 北壁尾根斜面盛盛土断面（東より）

トレンチ３（３）



T3 溝跡検出（東より）

SK3 調査状況（北より）

ST3 掘立柱建物跡調査状況（南西より）

トレンチ３（４）

写真図版８



147 図 17

146 図９

トレンチ出土遺物（１）

写真図版９



写真図版 10

146 図 10 146 図 11

146 図 12 146 図 14

146 図 13

トレンチ出土遺物（２）



146 図 15 146 図 16

146 図 17 146 図 18

146 図 19 146 図 20

トレンチ出土遺物（３）

写真図版 11



146 図 21 146 図 22

146 図 23 146 図 24

146 図 25

トレンチ出土遺物（４）

写真図版 12



146 図 26

147 図 2 147 図 3 147 図 4

147 図 5

147 図 1

147 図 6

147 図 7 147 図 8

トレンチ出土遺物（５）

写真図版 13



147 図 9

147 図 10 147 図 11

147 図 12

147 図 13 147 図 14

147 図 16

トレンチ出土遺物（６）

写真図版 14



147 図 19

147 図 18

147 図 20

148 図 1

148 図 2 148 図 3

トレンチ出土遺物（７）

写真図版 15



148 図 5

148 図 4

148 図 6

148 図 8
トレンチ出土遺物（８）

写真図版 16



148 図 9

148 図 11

148 図 10

148 図 12

148 図 14 148 図 15

148 図 13

トレンチ出土遺物（９）

写真図版 17



146 図１～ 8

平成 30 年度調査出土遺物

トレンチ出土遺物（10）

写真図版 18
トレンチ出土遺物（10）・平成 30 年度調査出土遺物
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市内遺跡

山形県

南陽市

地内

6213 　　－ 　　－ 　　－ 2019 　－ 　－

長
ながおかみなみもりいせき

岡南森遺跡

山
やまがたけん

形 県

 南
なんようし

陽市

長
ながおかあざみなみもり

岡 字 南 森

1650-1 他
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364 遺跡確認
調査
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市内遺跡 　－ 　　　－ 　　　－ 　　－ 　　　　－

長
ながおかみなみもりいせき

岡南森遺跡 散布地
縄文時代・古墳時代・
古代・中世

溝跡
縄文土器・
土師器・須恵器・
かわらけ

長岡字南森の墳丘においてトレン
チ調査を行い、遺跡の性格・時代
等を確認した。

 要 約

市内遺跡：市内における各種開発事業に伴う踏査、試掘調査、立会調査及び広域調査。

長岡南森遺跡：本遺跡は南陽市内の国指定史跡の前方後円墳・稲荷森古墳から南東へ 130 ｍに位置
する独立丘陵に位置する。長岡南森遺跡は、南森と呼ばれる独立丘陵地を中心とする遺跡である。
丘陵の形状が前方後円墳に似ていることから昭和 53 年に稲荷森古墳調査団が確認し、平成５年度
に南陽市教育委員会で踏査を続けてきたが、平成 28 年度に市教育委員会遺跡の現状把握と今後の
調査及び遺跡保護の基礎資料を得ることを目的に測量調査を実施した。今年度調査においては階段
状の盛土・周溝の確認などを行うために丘陵に対して東西それぞれにトレンチを入れたが、遺跡が
古墳であるかの明確な調査結果は得られなかった。また縄文時代・古墳時代・古代・中世の遺物が
出土した。
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